
成人看護学の構成 

目的  

健康や不健康状態を一つの連続体としてとらえ、人間のライフサイクルにおける成人期の特徴を 

身体・精神・社会的側面から理解し、健康の段階に合わせた看護を展開することができる能力を養う 

 

目標  

１．大人を対象に、最適な健康を促進、維持、増進するための看護を理解する 

２．成人の生活や生き方について捉え、成人の健康状態や健康問題を理解することができる 

３．生活や健康に関する動向を捉え、成人の健康生活を多角的にとらえる視点を持つことができる 

４．健康状態や健康問題に対応するための看護アプローチの基本的考え方や方法を学ぶことができる 

 

講義科目 単位 時間 時期 目標 

成人看護学概論 １ ３０ Ⅱ １．人間のライフサイクルにおける成人期の特徴を 

身体・精神・社会的側面から理解する 

２．成人保健に関する施策やヘルスケアシステムにつ 

  いて学ぶ 

３．勤労者である成人の特徴と看護の役割について理 

  解する 

成人看護学方法論   

Ⅰ 

２ ６０ Ⅲ １．勤労者である成人の特徴と看護の役割について理 

  解する  

２．急性期にある人の回復支援について理解する 

３．急性期にある人の病態や検査・治療、および周手術

期にある人の心身に及ぼす影響を学び、看護師の役

割を理解する 

成人看護学方法論

Ⅱ－① 

１ ３０ Ⅲ １．勤労者である成人の慢性期における疾病の特徴と 

  対象を理解する 

２．疾病と共に生きる過程の支援を学び看護の役割を 

  理解する  

成人看護学方法論

Ⅱ－② 

１ ３０ Ⅲ １．疾病を持った勤労者に対して自己管理を支援する 

ための教育方法を習得する 

成人看護学方法論

Ⅲ 

１ ３０ Ⅲ １．がん治療の場と看護の実際を理解する 

２．緩和ケアにおける看護介入の実際を理解する  

３．緩和ケアを必要とする患者の家族の悲嘆やおかれ 

た状況、支援の方法を理解する 

４．自己の死生観を洞察することができる 

 

 



実習 単位 時間 時期 目標 

成人看護学実習 

Ⅰ 

 

２ ９０ Ⅳ～ 

Ⅵ 

１．急性期にある患者の回復過程における看護展開がで 

きる  

２．急性期にある患者の病態や治療・検査、および周手 

術期にある患者の心身に及ぼす影響をアセスメト

し、看護の介入方法を学ぶことができる。 

３．手術室およびＩＣＵでの看護の実際について学ぶ 

成人看護学実習 

Ⅱ 

２ ９０ Ⅳ～ 

Ⅵ 

１．慢性で長期的な疾患を有し、生涯自己管理行動を続 

けながら生活する人への看護を学ぶことができる 

２．慢性で長期的な疾患を有する人への看護が展開でき 

  る 

３．患者教育の実際が理解できる 

成人看護学実習 

Ⅲ 

２ ９０ Ⅳ～ 

Ⅵ 

１．終末期にある対象の苦痛の緩和を支援し、ＱＯＬの

維持・向上に向けての看護の展開ができる 

２．終末期にある対象の家族の悲嘆やおかれた状況を理 

解し、支援の実際を理解できる 

３．死後のケアの方法を学び、対象および家族への対応

と配慮が理解できる 

４．自己の死生観をあきらかにする 

 



成人看護学概論 

 

開講時期 Ⅱ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 成人看護領域実務病棟勤務経験有  

科目目標 １．人間のライフサイクルにおける成人期の特徴を身体・精神・社会的側面から理解する 

２．成人保健に関する施策やヘルスケアシステムについて学ぶ  

３．勤労者である成人の特徴と看護の役割について理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 医療・看護に関わる動向について

日頃から関心を持つこと 

言葉の定義について事前学習 

テキスト 成人看護学総論（医学書院）国民衛生の動向 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

４ 成人と生活 

１．大人とは何か 

を考えること 

ができる 

２．成人の特徴を 

理解できる 

 

１．大人になること、大人であること 

１）生涯発達の特徴 

２）各発達段階の特徴 

 （青年期・壮年期・中年期） 

２．働いて生活を営むこと 

１）労働の実態と社会状況 

２）家族の形態 

３）人生のできごとへの対処 

４）人生の意味の探求 

１．成人の生活について自分の 

考えを述べることができる 

２．成人期の発達段階の特徴を 

とらえ、現在の社会状況と成

人の健康・生活に与える影響

について述べることができ

る 

講義 

３ 

４ 

４ 生活と健康 

１．成人の生活と 

健康について

理解する 

２．成人保健対策 

の概要を理解

する 

 

 

１．成人を取り巻く環境からみた健康 

１）成人を取り巻く環境 

２）成人のライフスタイルの特徴 

３）勤労者とは 

（１）仕事をもち働くこと 

４）成人の健康の状況 

(１）生と死の動向 

（２）健康格差 

（３）職業性疾病・業務上疾病 

（４）受療状況 

（５）生活習慣病 

(６)メンタルヘルス 

２．生活と健康をまもりはぐくむシステム 

１）保健・医療・福祉にかかわる施策 

２）保健・医療・福祉システムの連携 

１．成人期における人々にとっ 
ての健康とは何かを述べる

ことができる 
２．生活の現状を知りその特徴 

を述べることができる 
３．保健・医療・福祉システム 

について述べることができ 

る 講義 

５ 

６ 

７ 

６ 成人への看護アプ

ローチの基本 

１．成人の看護の

基本を理解す

る 

２．成人への看護 

アプローチの

方法がわかる 

 

 

１．生活の中で健康行動を生みはぐくむ援助 

１）大人の健康行動のとらえ方 

２）行動変容を促進する看護アプローチ 

２．健康問題をもつ大人と看護師の関係 

１）患者―看護師関係の構築・発展のプロセス 

３．人々の集団における調和や変化を促す看護アプローチ 

４．チームアプローチ 

５．看護におけるマネジメント 

６．看護実践における倫理的判断 

７．意思決定支援 

１．成人期の特徴をふまえた 

看護アプローチの方法を理

解することができる 

２．看護における倫理的課題に 

ついて考えることができる 

 
講義 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１４ 成人の健康レベル

に対応した看護 

１．成人の健康レ 

ベルに対応し 

た成人看護の

役割と機能に

ついて理解す

る 

１．成人の健康レベルに対応した看護 

１）ヘルスプロモーションと看護 

２）健康をおびやかす要因と看護 

３）健康生活の急激な破綻から回復を促す看護 

４）慢性病との共存を支える看護 

５）障害がある人の生活とリハビリテーション 

６）人生の最期のときを支える看護 

７）療養の場を移行する人々への看護 

１．成人の健康レベルに対応し 

た成人看護の役割と機能 

について考えることがで 

きる 
講義 

１５ ２ 単位認定終講試験 

 



成人看護学方法論Ⅰ 

開講時期 Ⅲ 単位数 ２ 時間数 ６０時間 

教員名 

専任教員 

専任教員 

専任教員 

大阪労災病院院内講師 実務経験 大阪労災病院 専門・認定看護師

消化器外科病棟勤務経験有  

循環器病棟勤務経験有 

手術室勤務経験有  

科目目標 １．勤労者である成人の特徴と看護の役割について理解する 

２．急性期にある人の回復支援について理解する 

３．急性期にある人の病態や検査・治療、および周手術期にある人の心身に及ぼす影響を学び、看護師の役 

  割を理解する 

評価方法 筆記試験 ２００点 

看護展開 １００点 

評価基準 筆記試験１２０点以上、看護展開６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 事例展開は大腸がん罹患の勤労者

を対象とし、全体像、一次・二次

アセスメント、ＮＣＰ立案、シュ

ミレーションを自己学習やグルー

プワークを行う 

テキスト 成人看護学総論 臨床外科総論 成人看護学  

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ（医学書院） 

ＮＡＮＤＡ－Ⅰ看護診断：定義と診断（医学書院） 

周手術期看護論（ヌーベルヒロカワ） 

講師作成資料 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 外科医療の基礎 

１．手術侵襲と生体反応

を理解する 

１．急性期にある人の特徴 

２．手術侵襲と生体の反応 

１）手術侵襲とは

２）侵襲に対する生体の反応

３）サイトカインによる生体調節機構

１．手術侵襲について述べることが

できる 

２．生体反応について述べること 

ができる 

講義 

２ ２ 救急看護の基礎 

１．救急看護の特徴的な

知識を習得する 

１．救急処置法の実際 

１）救急処置の範囲と対象

２）救急処置法の原則と実際

２．救急看護の実際

１）救急医療の現状

２）救急看護の役割

３）救急患者発生時の看護

１．救急処置法を理解することが 

できる 

２．救急処置の基本を述べること 

ができる 

３．救急看護の役割について述べ 

ることができる 

講義 

３ ２ 手術前患者の看護 

１．手術前における看護

の役割と実際を理解

する 

１．外来における手術前の患者の看護 

１）診断過程における援助

２）心の整理と意思決定の支援

３）全身状態を整えるための支援

２．手術前の具体的援助

１）心理面を整える

２）全身状態を整える

３）手術前日の準備

４）手術当日の看護

１．手術前における看護師の役割に

ついて理解できる 

２．手術前に必要な観察・判断と看

護の実践方法を述べることが

できる 講義 

４ ２ 外科的治療を支える看護

（麻酔） 

１．麻酔の基本を理解す 

 る 

２．麻酔が身体へ及ぼす

影響を理解する 

３．麻酔に関する看護の

役割を理解する 

１．麻酔法 

１）麻酔とは

２）麻酔の種類

３）術前管理

４）術中管理

５）術後管理

６）全身麻酔

７）局所麻酔

１．麻酔薬の薬理機序についての知

識を習得し、麻酔を受ける患者

の身体の管理について理解す

る 

講義 

５ ２ 手術中患者の看護 

１．手術中の看護の役割

について理解する 

１．手術中の看護の要点 

１）手術療法と患者の状況

２）手術室の安全管理

１．手術中に必要な観察・判断と看

護の実践方法を述べることが

できる 

講義 



２．手術室における看護の展開 

１）入室前の看護 

２）入室時の看護 

３）麻酔導入時の看護 

４）手術中の看護 

５）手術終了時の看護 

６）病棟への引き継ぎ 

３．手術室の環境管理 

 

 

６ 

７ 

８ 

 

６ 手術後患者の看護 

１．手術後に起こりやす

い合併症について

理解する 

２．手術後の看護の役割

について理解する 

１．手術後の回復を促進するための看護 

２．術後合併症の発生機序 

１）術後出血 

２）循環器合併症 

３）呼吸器合併症 

４）精神・神経系合併症 

５）代謝・内分泌系合併症 

６）腎・泌尿器系合併症 

７）術後感染症 

３．起こりやすい合併症の予防と発症時の対応 

１．手術後に起こりやすい合併症に

ついて述べることができる２．

手術後に必要な観察・判断と看

護の実践方法を述べることが

できる 

 

 

講義 

９ 

１０ 

４ 集中治療を受ける患者の

看護 

１．クリティカルケアの

ための特徴的な看護

の知識を理解する 

 

１．集中治療・看護の概念と役割 

１）生命危機状態にある患者の特徴 

２）集中治療における看護の役割 

２．集中治療室（ＩＣＵ） 

１）ＩＣＵとは 

２）ＩＣＵの管理・運営と設備的条件 

３．集中治療における看護の実際 

１）集中治療を受ける前の看護 

２）集中治療中の看護 

３）回復に向けた看護 

１．クリティカルケアに必要な観

察・判断と看護の実践方法を述

べることができる 

 

 
講義 

１１ 

１２ 

４ 急性の循環機能障害のあ

る人の看護 

１．循環機能障害の特徴

と看護の実際を理

解する 

１．虚血性心疾患・弁膜症・心不全の患者の看護 

２．心臓カテーテル検査を受ける患者の看護 

３．開心術を受ける人の看護 

１）循環機能のアセスメント 

２）治療と看護の実際 

１．疾患とその治療について理解

し、観察と適切な判断・看護援

助の方法が理解できる 

 

 

講義 

１３ 

１４ 

１５ 

６ 急性の脳・神経機能障害

のある人の看護 

１．脳・神経機能障害の特

徴と看護の実際を理

解する 

１．脳血管障害・脳腫瘍の人の看護 

２．開頭術を受ける人の看護 

１）脳神経機能のアセスメント 

２）治療と看護の実際 

１．疾患とその治療について理解

し、観察と適切な判断・看護援

助の方法が理解できる 講義 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

１２ 急性の栄養摂取・消化機

能障害のある人の看護 

１．栄養摂取・消化機能障

害の特徴と看護の

実際を理解する 

１．食道癌・胃癌・大腸癌・直腸癌・肝臓癌・膵

臓癌・胆嚢結石の人の看護 

２．開腹手術・腹腔鏡下手術を受ける人の看護 

１）栄養摂取・消化機能のアセスメント 

２）治療と看護の実際 

３．内視鏡の検査と治療の看護の実際 

１．疾患とその治療について理解

し、観察と適切な判断・看護援

助の方法が理解できる 

 

 

講義 

２２ 

２３ 

４ 急性の運動機能障害のあ

る人の看護 

１．運動機能障害の特徴

と看護の実際を理解

する 

１．骨折の人の看護 

２．脊椎に疾患を持つ人の看護 

１）運動機能のアセスメント 

２）治療と看護の実際 

１．疾患とその治療について理解

し、観察と適切な判断・看護援助の

方法が理解できる 講義 

２４ ２ 急性の呼吸機能障害のあ

る人の看護 

１．呼吸機能障害の特徴

と看護の実際を理解

する 

１．肺癌の人の看護 

２．肺切除術を受ける人の看護 

１）呼吸機能のアセスメント 

２）治療と看護の実際 

１．疾患とその治療について理解

し、観察と適切な判断・看護援助の

方法が理解できる 講義 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

１０ 【事例展開】 

周手術期にある勤労者患

者の看護 

１．周手術期の患者の看

護展開ができる 

１．看護介入に必要な情報収集・アセスメント 

２．看護計画の立案 

３．看護実践の評価 

４．看護計画の追加・修正 

１．周手術期にある勤労者の成人期

患者の事例を用いて回復に向けて

の身体管理に重要な診療に伴う技

術の基本を学び、看過程の展開方法

が理解できる 

講義 

グループ

ワーク 

シュミレ

ーション 

３０ ２ 単位認定終講試験 

    



成人看護学方法論Ⅱ－①  
 
開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 

大阪労災病院院内講師 

実務経験 慢性疾患病棟勤務経験有  

大阪労災病院勤務 認定看護師 

科目目標 １．勤労者である成人の慢性期における疾病の特徴と対象を理解する 

２．疾病と共に生きる過程の支援を学び看護の役割を理解する 

評価方法 筆記試験１００点  評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課

題） 

人体の構造と機能、基本的な病態

生理や診断を理解 

疾病に応じた看護の役割について

自己学習 

テキスト 成人看護学総論 成人看護学（医学書院） 

健康の回復と看護⑤（メデイカ出版） 

                   
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

 １ 

 

 ２ 慢性病との共存を 

支える看護 

１．慢性病患者につい

て理解する 

２．慢性病患者のセル

フマネジメントの

必要性と、その支

援方法について理

解する 

１．慢性病患者の理解 

１）慢性病患者の経験する無力感 

２）病みの軌跡 

３）首尾一貫感覚 

２．慢性病との共存を支える看護の実践 

１）エンパワメント 

２）セルフケアとセルフマネジメント 

３）セルフマネジメント支援の構成要素 

１．慢性病の概念と慢性的な病 

状や治療が患者の身体・ 

精神・社会的側面に与える影

響を述べることができる 

２．患者を支援するための方法 

について述べることができ 

る 

３．慢性病を持ちながら生活す 

るための看護について述べ 

ることが出来る 

 

 

 

 

講義 

２ 

３ 

４ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

１．糖尿病の人の看護 

１）糖尿病の診断・治療・合併症における看護の実際 

２）糖尿病患者の療養教育の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

４ 

５ 

４ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

２．腎不全、透析導入の人の看護 

１）血液透析・腹膜透析・腎臓移植を受ける患者の教育

と看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

６  ２ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

３．心不全の人の看護 

１）食事療法、薬物療法、安静療法を受ける患者の教育

と看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

７ ２ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

４．肝炎の人の看護（慢性肝炎、肝硬変を含む） 

１）安静療法、食事療法、薬物療法を受ける患者の教育

と看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

８ 

９ 

４ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

５．血液・造血器疾患のある人の看護 

１）造血器腫瘍、免疫機構の障害をもつ患者の特徴と看

護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

 

 

 

講義 



要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

できる 

１０ ２ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

６．肺結核の人の看護 

１）結核患者の療養教育・服薬支援・ソーシャルサポ

ートと看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

１１ ２ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

７．関節リウマチの人の看護 

１）薬物療法・リハビリテーションと療養教育と看護の

実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

１２ ２ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

８．脊髄損傷の人の看護 

１）脊髄損傷患者の療養教育・リハビリテーションと

看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

１３ 

１４ 

４ 慢性病患者の理解と看

護の実際 

１．生涯にわたり疾病

コントロールを必

要とし、セルフマ

ネジメントを実践

していくための看

護を理解する 

９．免疫機能低下のある人の看護 

１）膠原病の人の看護の実際 

２）エイズの人の看護の実際 

１．各疾患を患う人の病態・治療

が生活に及ぼす影響を理解

し、マネジメント教育と看護

援助の方法を述べることが

できる 

 

 

 

講義 

１５ ２                    単位認定終講試験 

 



成人看護学方法論Ⅱ－② 
 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 病院勤務経験有  

科目目標 疾病をもった勤労者に対して自己管理を支援するための教育方法を習得する 

評価方法 筆記試験 ８０点 

事例展開 ２０点 

評価基準 ４８点以上で合格 

１２点以上で合格    

＊筆記試験・事例あわせて６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 予習のワークシートあり 

成人看護学概論で習った、慢性期

の看護 患者教育について復習す

る 

テキスト 成人看護学総論 基礎看護技術Ⅰ 成人看護学 

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 

ＮＡＮＤＡ－Ⅰ看護診断：定義と診断（医学書院）（医

学書院） 

健康行動理論の基礎 （医歯薬出版） 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方

法 

１ 

 

２ 看護における学習支援 

１．看護における 

教育指導の目的と意義が

理解できる 

２．健康教育にお 

ける看護師の役割につい

て理解できる 

３．成人の健康生 

活を促すための看護技術

について理解できる 

１． 健康状態の変化に伴う学習支援 

２． 看護の中に含まれる教育・指導 

１）個人を対象とした学習支援 

２）集団を対象とした学習支援 

３．学習者である患者への看護技術 

１）エンパワメントエデュケーション 

２）セルフマネジメント 

３）コンプライアンス（アドヒアランス）

を高めるための知識と技術 

１．健康状態の変化に応じた教育・指導の

特徴について述べることができる 

２．看護における教育指導の意味を述べる

ことができる 

３．健康教育のありかたについて述べるこ

とができる 

４．エンパワーメントアプローチの方法を

述べることができる 

５．セルフマネジメントアプローチの方法

を述べることができる 

講義 

２ ２ 健康行動理論の基礎 

１．学習援助型健 

康教育の諸理論と実際に

ついて理解することがで

きる 

１．健康行動理論① 

１）健康信念モデル（ＨＢＭ） 

 

１．健康信念モデルについて説明すること

ができる 

２．健康信念モデルと自己とを関連付けて、

行動を考察することができる 

３．健康信念モデルを使って、人が健康に

良いとされる行動をとるための条件、

関わりの方向性を考えることができる 

講義 

３ ２ 健康行動理論の基礎 

１．学習援助型健 

康教育の諸理論と実際に

ついて理解することがで

きる 

１．健康行動理論② 

１）変化ステージモデル 

  

１．健康信念モデルについて説明すること

ができる 

２．変化のステージモデルと自己とを関連

付けて、行動を考察することができる 

３．変化のステージモデルを使って、人の

行動が変わり、それを維持するための

５つのステージと、ステージに応じた

関わりの方向性を考えることができる 

講義 

４ ２ 健康行動理論の基礎 

１．学習援助型健 

康教育の諸理論と実際に

ついて理解することがで

きる 

１．健康行動理論③ 

１）自己効力感（セルフエフィカシー） 

２）計画的行動理論 

１．自己効力感について説明することがで

きる 

２．自分の自己効力感と関連付けて、行動

を考察することができる 

３．計画的行動理論について説明すること

ができる 

４．計画的行動理論と自己と関連付けて、

行動を考察することができる 

５．計画的行動理論を使って、人の「やる

気」と行動との関係を考え、関わりの

方向性を考えることができる 

講義 



５ ２ 健康行動理論の基礎 

１．学習援助型健 

康教育の諸理論と実際に

ついて理解することがで

きる 

１．健康行動理論④ 

１）ストレスとコーピング 

２）ソーシャルサポート（社会的支援） 

３）コントロール所在（ローカス・オブ・

コントロール） 

 

１．健康信念モデルストレスとコーピング

について説明することができる 

２．自分のストレスコーピングについて考

えることができる 

３．ストレッサーの評価をして、健康状態

にどのように影響するかを考えること

ができる 

４．医療と保健の分野でのソーシャルサポ

ートについて述べることができる 

５．コントロール所在と健康行動との関係

について述べることができる 

６．自己のコントロール所在について考え

ることができる 

講義 

６ 

７ 

４ 健康教育の実践① 

１．事例を通して、 

患者の健康行動をアセス

メントすることができる 

２．健康教育計画 

を立案することができる 

 

１．事例に応じた健康行動理論の展開 

 ＊グループワーク 

 

１．糖尿病患者の事例を用いて、行動変容

や強化を促すための具体的な関わりに

ついて考えることができる 

２．糖尿病患者の事例を使い、健康行動理

論で学んだ理論を用いて患者の健康行

動をアセスメントすることができる 

講義 

ＧＷ 

８ ２ 健康教育の実践② 

１．健康行動理論 

の展開がロー 

ルプレイング 

の中で実施で 

きる 

１．事例に応じた健康行動理論の展開 

＊グループワーク、ロールプレイング 

１．糖尿病患者の事例を用いて行動変容や

強化のための具体的な関わりについて

考え評価できる 

２．事例展開で計画した教育内容を実際に

作成し、共有することができる 

講義 

ＧＷ 

９ 

１０ 

１１

１２

１３

１４ 

１２ 【看護過程の展開】 

１．糖尿病をもつ 

勤労者の看護過程を展開

し、看護計画が立 

案できる 

１．看護介入に必要な情報収集・アセス

メント 

２．看護計画の立案 

３．健康教育にかかわる看護介入の実践 

４．看護実践の評価 

５．看護計画の追加・修正 

１．看護過程を通して、糖尿病の人の看護

について述べることができる 

２．看護介入に必要な情報収集ができる 

３．看護計画の立案ができる 

４．看護計画に基づいて健康教育を実施で

きる 

５．実施した看護を評価し、看護計画の追

加修正ができる 

ＧＷ 

講義 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 
                 



成人看護学方法論Ⅲ 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員

大阪労災病院院内講師 

実務経験 緩和ケア病棟勤務経験有 

大阪労災病院勤務 認定看護師 

科目目標 １．がん治療の場と看護の実際を理解する 

２．緩和ケアにおける看護介入の実際を理解する 

３．緩和ケアを必要とする患者の家族の悲嘆やおかれた状況、支援の方法を理解する 

４．自己の死生観を洞察することができる 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） がん医療の動向や政策などに関す

る報道に関心をもつこと 

各講義終了後は復習を行い、緩和

ケアや死生観について、みずから

の考えを深めること 

テキスト 緩和ケア 

がん看護学 

臨床放射線医学 

成人看護学総論 

臨床薬理学 

講師作成資料 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 緩和ケアの歴史と現状 

１. 緩和ケアの歴史とつち

かわれた理念を理解す

る

緩和ケアの対象者の広がり 

１. 緩和ケアの対象となる

集団とその特徴を理解

する

１．緩和ケアの歴史 

２．緩和ケアの理念 

１）全人的苦痛（トータルペイン）

３．わが国での緩和ケアの現状

１）緩和ケアチーム

２）緩和ケア病棟

３）在宅緩和ケア

４．わが国のがん対策と緩和ケア

５．緩和ケアの展望

１．非がん性疾患の患者の緩和ケア 

１）神経筋疾患の患者

２）慢性・進行性の呼吸・循環器系疾患の患者

３）維持透析の患者、とくに透析中止の患者

１．緩和ケアの理念を実現するため

に看護師はどのような役割を

果たすべきか述べることがで

きる 

２．対象の特徴によって緩和ケアの

内容にどのような違いがある

か述べることができる 

講義 

２ 

３ 

４ 

６ がん看護の実際 

１. がんに対する薬物療法・

放射線療法についてそ

の流れと実際について

理解する

２. 薬物療法・放射線療法の

それぞれについての看

護のポイントを理解す

る

１．がんの病態と臨床経過 

２．がんの治療 

１）薬物療法

２）放射線療法

３．がん治療に対する看護

１）薬物療法における看護

２）放射線療法における看護

４．がん治療の場と看護

１）外来がん看護

１．薬物療法に関して、導入から実

施、副作用への対応までの一連

の流れ、抗悪性腫瘍薬の特徴、

薬物療法の治療計画（レジメ

ン）、薬物療法の限界、具体的な

薬物療法の実際について説明

できる 

２．放射線療法に関して、治療法の

特徴、計画から実施、その後の

観察までの一連の流れ、具体的

な治療法の実際について説明

できる 

３．薬物療法・放射線療法のそれぞ

れについて、アセスメントから

準備教育、意思決定支援、治療

中・治療後の症状の管理や合併

症予防、セルフケア支援につい

て述べることができる 

４．外来がん看護の役割を述べる 

ことができる 

講義 



５ ２ チーム医療 

１. 緩和ケアにおけるチー

ム医療の重要性を理解

する 

２. それぞれのメンバーが

どんな役割をどのよう

に果たし、連携するのか

を理解する 

緩和ケアにおける倫理的課

題 

１. 緩和ケアにおける倫理

的課題を検討するため

に、倫理・生命倫理・看

護倫理の概要について

理解する 

１．チーム医療とは何か 

２．チーム医療の必要性 

３．チームの範囲と各メンバーの役割 

４．組織横断的に活動するチーム・メンバーの

役割  

１）専門看護師・認定看護師 

２）緩和ケアチーム 

 

１．倫理・生命倫理 

１）生命倫理の４原則 

２．緩和ケアをめぐる倫理的課題 

１）安楽死と尊厳死 

２）終末期における鎮静 

１．緩和ケアにおけるチーム医療の

中で、看護師はどのような役割

を担い責任を果たしていくの

かを述べることができる 

２．地域がん診療連携拠点病院とし

ての大阪労災病院の役割を述

べることができる 

３．緩和ケアにおける倫理的課題に

対し、倫理的な視点からどのよ

うに対応したらよいか、自分の

考えを述べることができる 

講義 

６ ２ 緩和ケアにおけるコミュニ

ケーション 

１. 緩和ケアに必要なコミ

ュニケーション技術に

ついて理解できる 

１．緩和ケアにおけるコミュニケーション 

１）わるい知らせの伝え方 

 

 

１．緩和ケアにおけるコミュニケー

ション技術を学び、悪い知らせ

の伝え方について、いくつかの

方法を述べることができる 

講義 

７ ２ 意思決定支援 

１. 患者の意思決定支援に

おける医療従事者の役

割について理解できる 

１．アドバンス・ケア・プランニング  

２．意思決定を共有するためのコミュニケー

ションスキル 

１）意思決定支援ツール 

１．意思決定支援における医療従事 

者の役割を述べることができ

る 

  

講義 

８ 

９ 

１０ 

１１

１２ 

１０ 緩和ケアにおける看護介入 

１. 緩和ケアにおける看護

独自のアプローチにつ

いて理解する 

 

身体的ケア 

１. がん患者の身体症状の

特徴を理解する 

２. 主要な身体症状のマネ

ジメントとケアを理解

する 

 

精神的ケア 

１. 緩和ケアにおける精神

的ケアが全人的苦痛の

理解と関連しているこ

とを理解する 

 

社会的ケア 

１. 患者とその家族が経験

する社会的苦痛ついて

理解する 

２. 社会的存在としての患

者・家族の闘病・療養生

活を支える社会資源に

ついて理解する 

 

スピリチュアルケア 

１. 死が近いことを意識し

ている人々の人生にか

かわる深い苦悩（スピリ

チュアルペイン）につい

て理解する 

１．看護介入とはなにか 

１）緩和ケアにおける看護介入の特徴 

２．緩和ケアに用いられる看護介入 

１）日常生活を整える看護介入 

２）医療の効果を高める看護介入 

３）患者の潜在的な力を強める看護介入 

１．主要な身体症状のマネジメントとケア 

１）がん疼痛 

２）がん関連倦怠感 

３）がん食欲不振 

４）悪心・嘔吐 

５）呼吸困難感 

６）浮腫 

２．精神的ケア 

１）精神的ケアの理論と実践 

（１）死にゆく患者の心理 

（２）危機介入 

２）主要な精神症状のマネジメントとケア 

（１）適応障害 

（２）うつ病 

（３）せん妄 

（４）不眠 

３．社会的ケア 

１）社会的苦痛 

２）心理社会的側面を意識したアセスメント 

３）社会的苦痛へのアプローチ 

４）社会資源の活用 

４．スピリチュアルケア 

１）スピリチュアリティとはなにか 

２）スピリチュアルペインの把握 

（１）スピリチュアルペインの表現 

（２）スピリチュアルペインをとらえる 

３）スピリチュアルケアの実践 

（１）基本となるケア 

（２）スピリチュアルペインの内容に対応

するケア 

（３）チームによるケア 

１．緩和ケアにおける看護介入の 

特徴を述べることができる 

２．主要な身体症状のマネジメント 

とケアにおける看護師の具体 

的な役割を述べることができ 

 る 

３．主要な身体症状の薬物療法の 

概要を述べることができる 

４．がんに対する心理的反応、危機 

介入、コーピングの理論を活

用して、がん患者の精神的ケ

アを述べることができる 

５．各精神症状の診断とマネジメン

トについて述べることができ

る 

６．社会的苦痛にはどのようなもの

があるか述べることができる 

７．社会的苦痛に対して、どのよう

なアプローチがあるかを述べ

ることができる 

８．勤労者医療を推進する労災病院

の役割機能を理解し、がん患者

の就労支援に必要な援助を述

べることができる 

９．スピリチュアルペインの表現・

内容・評価の方法を述べること

ができる 

１０．スピリチュアルペインに対す

る基本的ケアを述べること

ができる 

１１．スピリチュアルペインの内容

に対応する日常的ケアを述

べることができる 

講義 



１３ 

 

２ 家族ケア 

１. 家族成員が緩和ケアを

必要とする状態や死と

直面する状況での、家族

の反応と対処行動につ

いて理解する 

１．家族の定義と家族ケアのあり方 

２．家族アセスメントの方法と援助プロセス 

３．家族ケアの方法 

１）看護師の役割とチームアプローチ 

２）終末期患者の家族への援助の方法 

４．遺族ケア 

１）悲嘆とは 

２）予期悲嘆 

３）遺族への援助 

１．緩和ケアを必要とする患者の家

族に対する看護師の役割と看

護について述べることができ

る 

講義 

１４ ２ ケアするものとしての死生

観 

１. 死生観をまとめること

ができる 

１．講義を通して、自己の死生観について考え

を深める 

１．レポート提出 

演習 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



老年看護学の構成 

目的 

 老年期にある対象者の特徴を理解し、保健・医療・福祉サービスシステムを活用しながら高齢者とそ

の家族への看護が実践できる基礎的能力を養う 

 

目標 

 １．高齢者の身体的・精神的・社会的・霊的側面の特徴を知り、生活機能の観点から対象者の健康上 

の課題を理解する 

２．高齢者の加齢に伴う変化を理解し、日常生活自立のために必要な技術を習得する 

３．高齢者の健康問題とそれに伴う諸問題について理解し、高齢者と家族に対する看護の方法につい

て理解する 

４．保健医療福祉チームメンバーの一員としての看護の役割・活動について理解する 

５．高齢者の尊厳と権利について考えることができる 

 

講義科目 単位 時間 時期 目標 

 

老年看護学概論 

１ 

 

３０ Ⅱ １．人間のライフサイクルにおける老年期の特徴を身体

的・精神的・社会的側面から理解する 

２．高齢者の健康と保健・医療・福祉の制度および課題

を学び、超高齢社会における看護の役割を理解する 

 

老年看護学方法論Ⅰ 

２ ４５ Ⅲ １．高齢者の日常生活とその援助の方法を理解する 

２．高齢者の加齢変化や健康障害の特徴を理解し、状態

や状況に応じた看護の方法を学ぶ  

３．健康レベルや療養の場の違いにおける高齢者・家族

への個別性に応じた援助方法を学ぶ 

 

老年看護学方法論Ⅱ 

１ ３０ Ⅲ １．高齢者に多発する疾患を抱える高齢者の看護の方法

を理解する 

２．老年期における死の意味を理解し、その人らしく 

「生ききる」ことを支える援助方法を理解する 

 

実習 単位 時間 時期 目標 

老年看護学実習Ⅰ 

 

＊介護老人保健 

施設  

＊急性期病院 

２ ９０ Ⅳ～

Ⅵ 

１．対象を理解するためのコミュニケ―ションを図るこ

とができる 

２．加齢変化、既往歴や疾患が健康に与える影響を理解

することができる 

３．高齢者の個別性、多様性を尊重した援助の必要性と

方法を理解することができる 

４．高齢者を取り巻く環境、療養の場の特性について理



解することができる 

５．ケアチームの連携の中での看護の役割を理解するこ

とができる 

老年看護学実習Ⅱ 

＊急性期病院 

 

２ ９０ Ⅳ～

Ⅵ 

１．障害や疾病を持ち入院している高齢者の特徴を理解

し、健康のレベルに応じた看護展開ができる 

２．高齢者の看護における継続ケアの必要性と連携を学

ぶことができる 

３．高齢者の QOL を視野に入れた看護を考える事ができ

る 

 



老年看護学概論 
 
開講時期 Ⅱ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 老年看護領域実務病棟勤務経験有  

科目目標 １．人間のライフサイクルにおける老年期の特徴を身体的・精神的・社会的側面から理解する 

２．高齢者の健康と保健・医療・福祉の制度および課題を学び、超高齢社会における看護の役割を理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習 ・高齢者と積極的に関わりをもち

その人の背景や価値観をより深

く理解していく 

・超高齢化社会の動向や社会情勢

について関心をもつこと 

テキスト 老年看護学（医学書院）国民衛生の動向 

老年看護技術 （ヌーベルヒロカワ） 

生活機能からみた老年看護過程 勤労者医療概論 

  
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 
１ 

２ 

４ 老いるということ、老

いを生きるということ 

１．高齢者のイメージ

を意識し、老年期

の特徴を理解する 

１．「老いる」ということ 

１）未知なる老いのイメージ 

２）加齢と老化の定義と関係 

３）身体的、心理的、社会的側面の変化 

２．老いを生きるということ  

１）高齢者の定義 

２）発達と成熟 

１．加齢変化と老化の定義が説 

明できる 

２．身体面・心理面・社会面の加齢変

化が説明できる 

３．ライフサイクルの老年期の発達課

題が説明できる 

講義 

３ 

４ 

４ 老年看護のなりたち 

１．老年看護の目指す

ものを理解する 

１．老年看護とは 

１）老年看護のなりたち、定義  

２．老年看護の役割 

１）注目すべき４つの側面 

２）老年看護の特徴 

３．老年看護における理論・概念の活用 

４．老年看護に携わる者の責務 

１．老年看護の定義や関連概念とのつ

ながりが説明できる 

２．老年看護実践の特徴について説明

できる 

３．４要素の視点と看護介入について

知ることができる 

講義 

５ 

６  

４ 超高齢社会と社会保障 

１．社会の現状と高齢

者を取り巻く保健

医療福祉の概要を 

理解する 

 

 

１．超高齢社会の統計的輪郭 

１）わが国の高齢化、高齢者世帯、健康状態、死

亡、暮らし 

２．高齢社会における保健医療福祉の動向 

１）高齢社会にかかわる保険医療福祉システムの

構築 

２）高齢者を支える多職種連携と看護活動の多様

化 

３．高齢者の権利擁護 

１）高齢者に対するスティグマと差別 

２）高齢者虐待 

３）身体拘束 

４）権利擁護のための制度 

１．人口動態の視点から高齢化の現状

と推移について説明できる 

２．高齢者のいる世帯の状況について

説明できる 

３．高齢者の保健医療福祉に関する制

度の変遷について説明できる 

４．介護保険制度の目的と仕組みを説

明できる 

講義   

７ ２ 高齢者のリスクマネジ

メント 

１．安全に配慮した環

境作りの必要性、

看護の役割につい

て理解する 

１．高齢者と医療安全 

１）高齢者と医療事故 

２）高齢者特有のリスク要因 

３）高齢者がみまわれやすい医療事故と対応の実

際 

２．高齢者と救命救急 

３．高齢者と災害 

１．高齢者特有のリスク要因が説明で

きる 

２．高齢者がみまわれやすい医療事故

と対応の実際を知ることができるこ

とができる 

３．災害サイクルの看護援助が説明で

きる 

講義 

８ 

 

 

 

 

 

 

２ 生活・療養の場におけ

る看護 

１． 高齢者の療養 

する場所の特性

と看護について

理解する 

１．治療を必要とする高齢者の看護 

１）入院治療を受ける高齢者の看護 

２）リハビリテーションを受ける高齢者の看護 

２．生活・療養の場における看護 

１）保健医療福祉施設及び居住施設における看護 

２）治療・介護を必要とする高齢者を含む家族の

看護 

３）多職種連携実践による活動 

１．各施設の特徴と、求められる看護

の役割を説明できる 

 

講義 



         

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

８ 高齢者のヘルスアセス

メント 

１．加齢変化による日

常生活への影響を

理解する 

 

２．高齢者の生活体験

と価値観や健康へ

の影響を理解する

ことができる 

１．ヘルスアセスメントの基本 

１）ヘルスアセスメントの枠組み 

２）高齢者の総合評価 

２．身体の加齢変化とアセスメント 

１）皮膚とその付属器 

２）視聴覚とその他の感覚器 

３）循環系 

４）呼吸器系 

５）消化器系 

６）ホルモンの分泌 

７）泌尿生殖器 

８）運動器系 

３．高齢者の生活史と健康 

１)高齢者の知恵と尊厳 

２）価値観の多様性 

３）多様な健康の概念 

１．高齢者体験より身体的・心理的・

社会的変化を理解できる 

２． 加齢変化の内容を説明でき  る 

３． 加齢変化の日常生活への影響を説

明できる 

４． 高齢者体験後、加齢変化について

学習発表ができる 

課題１  

・加齢に伴う身体的、心理的、社会的

機能の変化と健康への影響につい

て、教科書や文献から検索してまと

める（実習事前ノート作成） 

・高齢者の生活史の特徴・背景につい

て説明できる 

課題２ 

・身近な高齢者にインタビュー 

を行い、これまでの生活経験を 

聞いて時代背景や考え方の違 

いを知る 

課題３ 

・インタビューから生活経験と 

価値観がどのように健康に影響す

るかをレポートにまとめる 

レポート：テーマ 

「高齢者の生活経験と価値観や健康へ

の影響」 

講義 

グループ

学習 

１３ 

１４ 

４ 高齢者のＱＯＬと看護 

１．高齢者のＱＯＬの

要素、生きがいに

ついて理解する 

１．老年期の勤労者看護 

２．高齢者のＱＯＬとは 

１）高齢者とヘルスプロモーション 

２）コミュニケーション 

３）セクシャリティ 

４）社会参加 

 

１．高齢社会の勤労者の現状を理解す

ることができる 

２．老年期の勤労の意味を知り、看護

の必要性を知る 

３．高齢者の価値観、健康状態や生活

の多様性を理解したうえで、ＱＯ

Ｌの向上への看護を考える必要性

がわかる 

講義 

１５ 

 

２ 
認定終講試験単位 



老年看護学方法論Ⅰ 
 
開講時期 Ⅲ 単位数 ２ 時間数 ４５時間 

教員名 専任教員 実務経験 老年看護領域実務病棟勤務経験有  

科目目標 １．高齢者の日常生活とその援助の方法を理解する  

２．高齢者の加齢変化や健康障害の特徴を理解し、状態や状況に応じた看護の方法を学ぶ     

３．健康レベルや療養の場の違いにおける高齢者・家族への個別性に応じた援助方法を学ぶ 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習 

（予習・復習・課題） 

症候のアセスメントと看護につい

て事前調べ学習 

基礎看護技術の復習 

脳梗塞について病因・症状・診断・

検査・治療についての復習 

個人ワーク、グループワーク、演

習への主体的な取り組み 

テキスト 老年看護学 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ（医学書院） 

老年看護技術 （ヌーベルヒロカワ） 

  
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

 

１０ 健康逸脱からの回復を促す看護 

１．アセスメントの視点が理解 

できる 

１．症候のアセスメントと看護 

１）発熱 ２）痛み ３）掻痒  

４）脱水 ５）嘔吐 ６）浮腫  

７）倦怠感 ８）褥瘡・スキン‐テア  

９）せん妄 １０）うつ 

２．高齢者の生活機能を整える看護 

１）基本動作と環境のアセスメント 

２）転倒のアセスメント 

３）廃用症候群のアセスメントと看護 

１．加齢に伴う変化と症状の関連と看護

について説明できる 

２．高齢者の発達段階や加齢現象におけ 

  るアセスメントの視点、加齢に伴う

変化による生活動作の問題点が説明

できる 

３．自立援助・事故予防のアセスメント

のポイントが説明できる 

講義 

６ 

７ 

８ 

 

 

６ 食事・食生活の援助 

１．安全かつ快適に食事をする 

  ためのアセスメントと援助 

ができる 

１．高齢者における食生活の意義 

２．高齢者に特徴的な変調 

３．食生活のアセスメント 

１）食生活に関する加齢変化 

２）摂食・嚥下障害のある人の援助の方法 

４．食生活の支援 

１）食事介助、義歯ケア ・・・● 

１．老化に伴う機能の低下に応じた生活

の自立支援の方法が理解できる 

２．高齢者の食事摂取状況におけるアセ 

スメントの視点と必要な情報が説明

できる 

３．高齢者に応じた口腔内保清の援助の

方法が説明できる 

４．摂食・嚥下障害への援助の方法が説

明できる 

講義 

演習 

９ 

１０ 

１１ 

 

６ 

 

 

 

 

 

排泄の援助 

１．安全かつ自尊心を尊重した 

援助ができる 

１．高齢者の尊厳にかかわる排泄ケア 

１）排泄ケアの基本姿勢 

２）排泄障害のアセスメントと看護 

３）排尿障害のアセスメントと看護 

４）排便障害のアセスメントと看護 

２．排泄の援助・・・● 

１）自立に向けた援助の方法 

２）尿失禁、便秘に対する援助 

１．高齢者の排泄に関するアセスメント

の視点と観察の方法が説明できる 

２．高齢者に多い失禁の分類と適切な援

助の方法が説明できる 

 

講義 

演習 

１２ 

１３ 

１４ 

 

６ 清潔の援助 

１．安全でここちよく清潔の 

ニードを充足できるような 

援助ができる 

１．高齢者の清潔ケアとは 

１）清潔の意義 

２）高齢者に生じやすい清潔に関する問題 

３）清潔のアセスメントと看護 

２．清潔の援助・・・● 

１）皮膚のアセスメント 

２）入浴・清拭・陰部洗浄・フットケア 

３）衣服の選択と整容・おしゃれとその 

意義 

１．高齢者の清潔に関するアセスメント

の視点と方法が説明できる 

２．皮膚のアセスメントと適切な援助の

方法が説明できる 

 

講義 

演習 

１５ 

１６ 

１７ 

 

６ 生活リズムの援助 

１．生活リズムを整える援助が 

できる 

 

 

 

１．高齢者と生活リズム 

１）高齢者に特徴的な変調 

２）生活リズムのアセスメント整える看護 

３）高齢者の加齢に伴う生活の変化や喪失 

と機能低下の関連 

４）生活意欲と楽しみの必要性 

２．高齢者へのレクリエーション 

１．加齢に伴う変化による生活リズムの

変化の問題点がわかる 

２．生活におけるリズム調整や楽しみの

ある生活の必要性が言える 

３．ＩＣＦモデルを用いて高齢者の生活

機能を考えることができる 

４．高齢者へのレクリエーションの企画

講義 



ができる 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

 

１０ 看護過程の展開 

１．脳梗塞後の回復期にある患

者の看護過程の展開が理解

できる 

 

 

１．設定事例の高齢者の特徴を把握し、日 

常生活の援助技術の方法を適応する  

１）事例の把握、状態観察とアセスメント 

 病態の理解 

２）看護の目標の設定、全体像の把握 

３）日常生活援助の必要性を検討 

 必要な援助項目の抽出 

４）日常生活援助の目標の設定  

５）日常生活援助計画 

（食事・排泄・清潔・活動と休息など） 

一日の生活リズムに合わせた自立と

安全への配慮した計画 

（誤嚥・転倒・身体損傷・感染など） 

１．事例を通して高齢者の特徴を、加齢

変化を含める身体的・社会的・精神

的視点から理解することができる 

２．高齢者の生きてきた時代背景や生活

環境、習慣が健康に及ぼす影響につ

いて理解することができる 

３．ＩＣＦモデルや生活行動モデルをも

とに、安全・安楽・自立・個別性の

視点をもって目標指向型思考での日

常生活援助計画を立案することがで

きる 

 

講義 

演習 

２３ 

 

２ 

 
単位認定終講試験 

表記の注意：●演習 



老年看護学方法論Ⅱ 
 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 

大阪労災病院院内講師 

実務経験 老年看護領域実務病棟勤務経験有  

大阪労災病院勤務 認定看護師 

科目目標 １．高齢者に多発する疾患を抱える高齢者の看護の方法を理解する 

２．老年期における死の意味を理解し、その人らしく「生ききる」ことを支える援助方法を理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 看護学概論で作成した「加齢に伴

う身体的、心理的、社会的機能の

変化と健康への影響」ノートの復

習 

各講義後の自己復習 

個人ワーク、グループワーク、演

習への主体的な取り組みを行う 

テキスト 老年看護学 成人看護学（医学書院） 

老年看護技術 （ヌーベルヒロカワ） 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

３ 

６ 治療を行う必要と

する高齢者の看護 

１．高齢者の看護の

方法について理

解できる 

１．検査をうける高齢者への看護 

１）高齢者が受けることの多い検査 

２）検査を受ける高齢者への援助 

２．薬物療法を受ける高齢者の看護 

１）加齢に伴う薬物動態の変化 

２）高齢者に特徴的な薬物有害事象 

３）老年症候群と薬物有害事象 

４）薬物療法における看護 

３．手術を受ける高齢者の看護 

１）手術を受ける高齢者の特徴 

２）術前看護マネジメント 

３）術後看護マネジメント 

４）高齢者に特徴的な手術 

１．高齢者が受けることの多い 

検査と手術時の看護が説明 

できる 

２．高齢者の栄養状態のアセス 

  メントについて説明できる 

３．加齢に伴う薬物動態の変化 

について説明できる 

４．高齢者の薬物治療時の看護 

が説明できる 

講義 

４ 

５ 

６ 

６ 運動機能障害で治

療を受ける高齢者

の看護 

１．看護の実際につ

いて理解できる 

 

１．骨粗鬆症、骨折、変形性関節症の理解 

２．人工股関節置換術の術式と手術経過、予後の理解 

３．術前の看護 

１）高齢者の特徴、術前検査に伴う看護、術前アセスメント、

術前オリエンテーション 

４．術後の看護 

１）術後の観察、合併症予防への援助 

（１）安楽確保の技術・・・● 

（疼痛緩和・罨法） 

（２）体動制限の苦痛緩和・・・● 

（３）創傷管理 

２）回復を促進する日常生活の援助方法 

（１）関節可動域訓練・・・● 

（２）活動と休息の援助 

（車椅子移動）・・・● 

（３）安全管理の技術・・・● 

（転落・転倒・外傷予防） 

３）継続看護 

（１）多職種との連携・退院支援 

１．加齢に伴う身体的変化や生 

活歴と病態との関連が説明 

できる 

２．手術侵襲や回復過程におい 

て加齢現象が及ぼす影響が 

説明できる 

３．手術後のライフスタイルへ 

の影響を学ぶことができる 

４．術後の合併症への加齢変化 

の影響が説明できる 

５．術後合併症予防、二次障害 

予防の日常生活援助 が説明

できる 

６．退院指導の内容が説明でき 

  る 

７．継続看護の必要性を説明で 

きる 

８．社会資源の活用を知ること 

ができる 

講義 

演習 

７ 

８ 

４ 認知機能障害で治

療を受ける高齢者

の看護 

１．薬物療法につ 

いて理解でき 

る 

 

２．看護の実際に 

１．認知症とは 

２．認知症の症状 

３．認知症の病態・診断・治療・予防 

４．認知機能及び生活機能評価 

５．認知症の看護 

１）認知症看護の原則 

２）認知症高齢者とのコミュニケーション・・・● 

３）認知症高齢者の環境調整・・・● 

１．認知症、アルツハイマー型 

認知症、脳血管性認知症の 

病態、診断のための検査、認 

知症のスケール・治療・予後

について説明できる 

２．認知症の人の行動の意味を  

考え、対応方法が説明できる 

３．認知症をもつ高齢者と家族 

講義 



ついて理解で

きる 

４）急性期医療における認知症高齢者の看護 

５）認知症高齢者と家族へのサポート 

  の生活がイメージできる 

４．日常生活の援助とその工夫、

家族への支援の方法が説明

できる 

５．サポートシステムとその連 

携から看護の役割を考える 

ことができる 

９ 

１０ 

４ 脳機能障害で治療

を受ける高齢者の

看護 

 

１．看護の実際に 

ついて理解で

きる 

１．脳機能障害の理解（病態生理、治療）  

１）脳卒中（脳梗塞・脳出血・ラクナ梗塞）と脳血管性認知 

 症 

（１）状態観察とアセスメント・・・● 

（２）意識状態の観察・・・● 

２）パーキンソン病・パーキンソン症候群 

（１）状態観察とアセスメント・・・● 

２．症状に伴う看護の方法 

１）運動障害、知覚障害、神経障害に対する看護介入 

３．合併症予防、二次障害の予防 

（１）病床環境の調整・・・● 

（２）転倒・転落・外傷・誤嚥など事故予防 ・・・● 

（３）廃用症候群予防・・・● 

（廃用症候群予防の自動・他動運動） 

４．継続看護 

１）他職種との連携・退院支援 

１．脳卒中の病態生理が理解で 

きる 

２．急性期治療に伴う看護の方 

法が理解できる 

３．安静、薬物療法と看護の役 

割が説明できる 

４．症状に伴う看護が説明でき 

  る 

５．セルフケアの援助方法につ 

いて説明できる 

６．退院指導の内容が理解でき 

  る 

７．継続看護の必要性を学ぶこ 

とができる 

８．活用できる社会資源を知る 

事ができる 

講義 

１１ ２ 呼吸機能障害で治

療を受ける高齢者

の看護 

１．看護の実際に 

ついて理解で 

きる 

１．呼吸障害をきたす疾患 

１）肺炎 

２）ＣＯＰＤ 

２．呼吸機能障害の分類の症状、 

３．ＣＯＰＤを患う高齢者の看護 

１）病態理解、状態観察とアセスメント 

２）症状・治療に伴う看護 

３）二次感染の予防と合併症予防のための看護（廃用症候群 

予防：呼吸機能） 

４）家族への援助 

  

１．呼吸機能検査のデータの意 

味が説明できる。（拘束性障

害と閉塞性障害、血液ガス分

析・酸素解離曲線など） 

２．拘束性障害と閉塞性障害を 

  来たす疾患が説明できる 

３．高齢者の罹患時の症状や特 

徴が説明できる 

４．アセスメントの視点が説明 

できる 

５．生活指導の内容と方法が説 

明できる 

講義 

１２ 

１３ 

４ 身体疾患のある高

齢者の看護 

１．看護の実際に 

ついて理解で 

きる 

１．がん、糖尿病、心不全、インフルエンザ 

１）病態理解、状態観察とアセスメント 

２）症状・治療に伴う看護 

３）二次感染の予防や合併症予防のための看護 

４）家族への援助 

１．疾患、治療について理解で 

きる 

２．加齢に伴う身体的変化や生 

活歴と病態との関連が説明

できる 

３．アセスメントの視点が説明 

できる 

４．症状に伴う看護が説明でき 

  る 

５．セルフケアの援助方法につ 

いて説明できる 

講義 

１４ 

 

２ エンドオブライフ

ケア 

１．看護の実際に 

ついて理解で 

きる 

 

１．エンドオブライフケアの概念 

２．「生ききる」ことを支えるケア 

１）死生観 

２）死の準備状況 

３．意思決定への支援 

１）高齢者の尊厳を守るための支援 

２）アドバンスケアプランニング 

４．末期段階に求められる援助 

１）高齢者の末期段階における身体変化のアセスメント 

２）末期段階の苦痛を緩和するケア 

３）家族への支援 

１．高齢者におけるエンドオブ 

  ライフケア・死生観について

理解できる 

２．高齢者の尊厳を守るための 

  支援について理解できる 

３．末期段階における支援の方 

法が理解できる 

講義 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

表記の注意：●演習 



小児看護学の構成 

目的 

子どもの特性を理解し、あらゆる健康のレベルにある子どもとその子どもを取り巻く人々の看護を実

践していくことができる基礎的能力を養う 

  

目標 

１．子どもの成長発達の特徴を学び、身体的・精神的・社会的側面から理解する 

２．子どもを取り巻く環境や社会状況を理解し、子どもと家族に対する小児看護の役割について理解

する 

３．あらゆる健康レベルの子どもに対して、対象を一人の人として尊重し、子どもと家族を中心とし

た看護の方法を学ぶ 

４．子どもの日常生活及び療養生活をより良くするための援助の方法を学ぶことができる 

 

講義科目 単位 時間 時期 目標 

小児看護概論 １ ３０ Ⅱ １．小児看護の特徴と理念、看護の役割を理解する 

２．子どもの権利条約を学び、子どもの権利や倫理につ

いて考える事が出来る 

３．小児の成長発達の特徴を学び、身体的・精神的・社

会的側面から理解する 

４．子どもの健康に影響を及ぼす社会や家族など、子ど

もを取り巻く環境を理解する 

５．子どもの健康障害が子どもと家族に及ぼす影響と反

応を発達段階に応じて理解する 

６．小児保健統計をふまえ、小児と家族を取り巻く法律

や保健対策を理解する 

小児看護学方法論Ⅰ １ ３０ Ⅲ １．小児の健康の保持増進にむけた身体アセスメントを

理解する 

２．小児の疾病の経過を理解し、小児とその家族への看

護の方法を理解する 

３．子どもに出現しやすい症状を理解し、その看護の方

法を理解する 

４．検査や処置、手術を受ける子どもの看護の方法を理

解する 

５．小児看護におけるコミュニケーション技術や遊び、

プレパレーション・ディストラクションを取り入れ

た看護の方法を学ぶ 

６．小児看護技術を習得する  



小児看護学方法論Ⅱ ２ ４５ Ⅳ 健康障害のある子どもの疾患や障害の理解および看護

の方法を理解する 

 

実習 単位 時間 時期 目標 

小児看護学実習 ２ ３０ Ⅴ 

Ⅵ 

１．子どもの成長発達の特徴を理解する 

２．子どもの発達や健康状態に応じたコミュニュケーシ

ョンの方法を理解し、子どもの変化や反応をとらえ

ることができる 

３．子どもの発達や健康状態に応じた日常生活援助の方

法と支援について理解する 

４．子どもを取り巻く環境について学ぶ 

５．疾患のある子どもとその家族を理解し、成長発達に

応じた看護を実践できる 

６．子どもに内在する可能性と能力を見出し、関わりに

活かすことができる 

７．小児看護における看護師の役割を考えることができ  

  る 

 



小児看護学概論 

 

開講時期 Ⅱ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 小児科病棟勤務経験有  

科目目標 １．小児看護の特徴と理念、看護の役割を理解する 

２．子どもの権利条約を学び、子どもの権利や倫理について考える事が出来る 

３．小児の成長発達の特徴を学び、身体的・精神的・社会的側面から理解する 

４．子どもの健康に影響を及ぼす社会や家族など、子どもを取り巻く環境を理解する 

５．子どもの健康障害が子どもと家族に及ぼす影響と反応を発達段階に応じて理解する 

６．小児保健統計をふまえ、小児と家族を取り巻く法律や保健対策を理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表会準備が必要 

テキスト 小児看護学概論 小児臨床看護総論（医学書院） 

国民衛生の動向 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 看護の特徴と理念 

１．小児看護の特 

徴と理念につ 

いて学ぶ 

１．小児看護のめざすところ 

２．小児看護の変遷 

１．子どもへのイメージを明確 

にし、子どもの特徴について 

自己の意見を述べることが 

出来る 

講義 

２ ２ 子どもの権利条約 

１．子どもの権利 

条約について

学び、小児看護

における子ど

もの権利につ

いて考える 

１．子どもの権利条約 

２．小児看護における子どもの権利 

１．子どもの権利条約と小児看 

   護における子どもの権利に 

ついて自己の考えを述べる 

ことが出来る 講義 

 ３ ２ 子どもと家族を取

り巻く社会① 

１．小児に関する 

諸統計と母子

保健・児童福祉

について学ぶ 

１．小児看護の変遷 

２．母子保健 

３．児童福祉 

１．歴史的経過の中で小児看護 

の変遷、母子保健・児童福祉 

の変遷を述べることができ 

る 講義 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

１０ 子どもの成長・発達 

１．各発達段階の 

特徴について

理解する 

２．各期の子ども 

の成長・発達・

健康・家族・看

護について学

ぶ 

１．成長発達の概要 

２．形態的特徴の発達 

３．身体生理の発達 

４．機能的発達 

５．日常生活における発達の特徴と看護 

６．子どもの栄養 

７．遊びの支援 

８．グループ発表 

 

１．ジグソー学習法において、 

自己の専門分野に対して責 

任をもって調べ学習をする 

１．グループワークに積極的に 

   参加し、主体的に学び、他者 

の学びを共有しながら理解 

を深める 

講義 

グループ

発表 

９ ２ 家族の特徴とアセ

スメント 

１．家族の特徴と 

アセスメント

について学ぶ 

１．子どもにとっての家族 

２．家族アセスメント 

３．家族の役割と機能 

１．家族アセスメントの側面を 

まとめる 

講義 

１０ ２ 子どもと家族を取

り巻く社会② 

１．学校保健・予 

防接種、医療費

病児教育につ

いて学ぶ 

１．小児と家族の諸統計 

２．学校保健 

３．医療費 

４．予防接種      

５．病児教育 

１．国民衛生の動向を用いて小 

児に関連した統計をまとめ 

る 

２．小児に関係する医療費や保 

健施策についてまとめる 

講義 



１１ ２ 病気・障がいを持つ

子どもと家族の看

護 

１．疾病を持つ小 

児と家族と看

護について学

ぶ 

２．環境に特徴づ 

けられる看護

について学ぶ 

３．療養環境にお 

ける遊びの目

的と関わりに

ついて学ぶ 

１．病気・障がいを持つ子どもと家族の看護 

１）子どもの病気・障がいに対する子どもと家族の反応 

２）子どもの健康問題と看護 

２．環境に特徴づけられる看護① 

１）入院中の子どもと家族の看護 

２）外来における子どもと家族の看護 

３．環境に特徴づけられる看護② 

１）在宅療養中の子どもと家族の看護 

２）災害時の子どもの家族と看護 

４．療養環境での遊び 

１）子どもにとって遊びとは 

２）療養環境における遊びの目的 

３）療養環境を送る小児に対する遊び   

１．子どもの病気に対する反応 

について説明できる 

２．病気・障がいを持つ子ども 

の家族への看護について述 

べることができる 

３．環境による看護の特徴につ 

いて述べることができる 

４．設定された小児に対して遊 

びの計画を立て学生間で実 

施する 

 

講義 

１２ ２ 障害のある小児と

家族の看護 

１．障害のある小 

児と家族の看

護について学

ぶ 

１．障害のとらえ方 

２．障害のある小児と家族の特徴 

３．障害のある小児と家族の社会的支援 

１．障害のある小児へのチーム 

アプローチについてまとめ 

ておく 

２．家族の障がいの受容過程に 

ついて説明できる 

講義 

１３ ２ 子どもの虐待と看

護 

１．子どもの虐待 

と支援につい

て学ぶ 

 

１．子どもの虐待の現状 

２．虐待のタイプにおける特徴 

３．求められるケア 

１．ＬＴＤ話し合い学習法に主 

体的に参加し、学びを深め 

る 
講義 

１４ ２ 
単位認定終講試験 

 



小児看護学方法論Ⅰ 

 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 小児科病棟勤務経験有  

科目目標 １．小児の健康の保持増進にむけた身体アセスメントを理解する 

２．小児の疾病の経過を理解し、小児とその家族への看護の方法を理解する 

３．子どもに出現しやすい症状を理解し、その看護の方法を理解する 

４．検査や処置、手術を受ける子どもの看護の方法を理解する 

５．小児看護におけるコミュニケーション技術や遊び、プレパレーション・ディストラクションを取り入れ

た看護の方法を学ぶ 

６．小児看護技術を習得する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 小児の成長発達復習 

演習の手順を事前学習して臨む 

テキスト 小児看護学概論 小児臨床看護総論（医学書院） 

小児看護技術（南江堂） 

                                       

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

３ 

６ 子どもにおける疾

病の経過と看護 

１．子どもの疾患 

と経過に応じ 

た看護の方法 

について理解 

する 

 

１．慢性期にある小児と家族の看護 

２．急性期にある小児と家族の看護 

３．周手術期の小児と家族の看護 

４．終末期の小児の家族の看護 

１．知識・技術と国家試験対策 

問題を関連させ、確認する 

講義 

４ 

５ 

６ 

６ 子どものアセスメ

ント 

１．子どもの身体 

アセスメント 

の方法を習得 

する 

１．アセスメントに必要な技術 

１）コミュニケーション 

２）バイタルサイン 

３）身体測定 

２．身体的アセスメント 

１）一般状態 

２）成長・発達 

３）各器官のアセスメント 

 

１．知識・技術と国家試験対策 

問題を関連させ、確認する 

講義 

 ７ 

 ８ 

 ９ 

１０ 

 

８ 症状を示す子ども

の看護 

１．子どもの症状 

に対応した看 

護の方法を理 

解する 

１．一般状態 

２．痛み 

３．呼吸・循環系の症状 

４．発熱 

５．消化器症状 

６．水分・電解質異常 

７．血液 

８．神経・筋症状 

９．発疹／黄疸 

 

１．小児の症状別に観察のポイ 

ント、アセスメントの視点、 

原因、症状に対する看護、二 

次障害、合併症予防の看護に 

ついてまとめておくこと 
講義 

１１ 

１２ 

１３ 

 

６ 検査・処置を受ける

子どもの看護 

１．検査・処置を受

ける子どもの看

護について理解

する 

１．検査・処置総論  薬物動態 

２．検査・処置論 

１）与薬 輸液管理  ・・・・・・・● 

２）経管栄養・・・・・・・・・・・・● 

３）呼吸症状の緩和・・・・・・・・・● 

４）蘇生法・・・・・・・・・・・・・● 

１．知識・技術と国家試験対策 

問題に関連させ、確認する 

２．技術演習にて、子どもに対 

する技術の特徴、方法を知る 
講義 

演習 

１４ ２ 子どもとのコミュ

ニケーション技術 

１．全ての状況にお

ける子どもの

看護で大切な

事を理解する 

１．入院している子どもの権利と倫理 

２．プレパレーション 

３．ディストラクション 

４．インフォームドアセント 

５．メディカルプレイ 

 

１．設定された小児の状況や発 

達段階に対するプレパレー 

ションを計画する 
講義 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

                                       表記の注意：●演習 



小児看護学方法論Ⅱ 

 

開講時期 Ⅲ 単位数 ２ 時間数 ４５時間 

教員名 専任教員 

大阪労災病院臨床講師 

実務経験 小児科病棟勤務経験有  

大阪労災病院小児科勤務 医師 

看護師 

科目目標 健康障害をもつ子どもの疾患や障害の理解および看護の方法を理解する 

評価方法 筆記試験 １５０点 

レポート  ５０点 

評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） ＳＩＭは各グループで練習して臨む 

看護過程について復習 

テキスト 小児臨床看護各論（医学書院） 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

４ 新生児の疾患と看

護 

１．新生児の疾患 

を理解する 

２．疾患をもつ新 

生児とその家

族の看護を理

解する 

 

１．新生児の疾患の理解 

１）新生児仮死 

２）適応障害（ＴＴＮ／ＭＡＳ） 

３）低出生体重児の疾患 

４）高ビリルビン血症 

２．疾患を持った小児と家族の看護 

１）各疾患のある新生児の看護 

２）ディベロップメンタルケア 

３）グリーフケア 

 

１．新生児の疾患の特徴、治療、 

   予後について理解できる 

２．疾患をもつ新生児と家族の 

看護介入の方法を述べるこ 

とができる 

 
講義 

３ 

４ 

５ 

６ 

８ 染色体異常・胎内環

境により発症する

先天異常と看護 

１．先天性疾患、 

小児神経疾患 

を理解する 

２．先天性疾患、 

小児神経疾患 

をもつ子ども 

とその家族の

看護を理解す

る 

１．先天性疾患の理解 

１）先天性心疾患 

２）染色体異常 

２．小児神経疾患 

１）脳性まひ 

２）筋ジストロフィー 

３．子どもの障害の理解と子どもとその家族の障害の受容 

１）障害のある子どもの家族への理解 

２）障害の受容過程 

３）サポートシステム・チームアプローチ 

４．脳性まひの子どもの看護 

１）機能の発達と回復促進のための援助 

２）親や家族の理解 

３）脳性まひの子どもの養育 

 

１．先天性疾患の病態、治療、 

予後について理解できる 

２．障害のある子どもとその家 

族の受容過程が理解できる 

３．脳性まひの子どもの生活が 

イメージでき、日常生活の援 

助とその工夫や親への育児 

支援の方法を述べることが 

出来る 

４．サポートシステムとの連携 

から看護の役割を考えるこ

とができる 

講義 

 ７ ２ 精神疾患と看護 

１．子どもの発達 

障害について 

理解する 

２．発達障害をも 

つ子どもの療

育とその家族

の支援の方法

を理解する 

１．子どもの精神症状の特徴の理解 

１）問題の把握・診断・治療 

２．発達障害の特徴の理解 

１）診断基準 

２）療育方法 

３．精神障害のある子どもと家族の接し方と療育 

１．子どもの精神症状の特徴理 

解できる 

２．問題の把握・診断・治療・看

護・療育方法について理解 

できる 

 

講義 

 ８ 

 ９ 

１０ 

１１ 

 

８ 急性的疾患の子ど

もの看護 

１．小児急性疾 

（感染症）の疾  

患を理解する 

２．感染症の子ど 

もの看護の方

法を理解する 

 

 

１．小児感染症の疾患の理解 

１）呼吸器感染症（気管支炎、肺炎） 

２）小児特有の感染症（麻疹、風疹、水痘、耳下腺炎、百日

咳、ジフテリア、破傷風、髄膜炎） 

２．感染症の子どもの看護 

１）急性期～回復期のアセスメント 

２）スタンダードプリコーション 

３）症状治療に伴う看護 

４）二次感染予防と合併症予防の看護 

５）家族への援助 

６）肺炎・腸炎に罹患した小児の看護 

１．小児感染症の特徴、診断基 

順を述べることができる 

２．治療の原則（安静・薬物療法 

・スタンダードプリコーショ

ン）が分かる 

３．生活指導の内容と方法を述 

べることが出来る 

講義 

 



１２

１３ 

１４ 

１５ 

 ８ 慢性的疾患の子ど

もの看護 

１．小児慢性疾患 

を理解する 

２．慢性状態の子 

どもとその家

族の看護の方

法を理解する 

１．小児慢性疾患 

１）ネフローゼ症候群 

２）腎炎 

３）川崎病 

４）糖尿病 

５）喘息 

２．慢性状態の子どもの看護 

１）病気の時間的経緯と状態のとらえ方 

２）病気による生活の変化と日常生活への援助 

３）長期的治療を必要とする子どもと家族の看護 

３．ネフローゼ症候群、腎炎、川崎病、糖尿病、喘息の子ど

もの看護 

１）症状・治療に伴う看護 

２）安静・薬物療法・食事療法 

３）セルフケアに向けての生活指導 

４）子どもの発達段階と家族背景に応じた看護の方法 

５）ソーシャルサポートシステム 

（１）小児慢性疾患特定事業 

（２）学校保健管理 

 

１．小児慢性疾患の病態生理が 

理解できる 

２．治療に伴う看護の方法が理 

解できる 

３．安静、薬物療法、食事療法 

のポイントと看護の役割を 

述べることが出来る 

４．症状に伴う看護を述べるこ 

とが出来る 

５．子ども自身のセルフケアと 

セルフコントロールの援助 

方法について理解した内容 

を述べることが出来る 

６．ソーシャルサポートシステ 

ムの内容を理解する 

講義 

１６

１７ 

 ４ 予後不良の子ども

の看護 

１．小児悪性疾患 

を理解する 

２．子どもが予後 

不良をどのよ

うに認識する

のかを知り、対

象とその家族

の看護の方法

を理解する 

１．小児悪性疾患とは 

１）小児悪性疾患の代表的な疾患 

（１）白血病、脳腫瘍の病態生理 

（２）分類、頻度   

（３）症状 

（４）検査、診断、治療、予後 

２．予後不良の子どもの看護 

１）子どもの予後不良とは 

２）子どもの生命・死のとらえ方 

３）予後不良の子どもと家族への援助 

４）死に直面した家族への看護 

５）治療をうける子どもの看護 

（１）化学療法 

（２）放射線療法 

 

１．予後不良の子どもと家族の 

心理状態が理解できる 

２．子どもの死の概念が理解で 

きる 

３．死と離別の不安への援助の 

方法を述べることが出来る 

４．化学療法における子どもの 

看護を述べることが出来る 

５．放射線療法における子ども 

の看護を述べることが出来 

る 

６．小児悪性疾患のサポートシ 

ステムについてのあり方を 

考えることができる 

講義 

１８ 

１９ 

２０

２１ 

２２ 

１０ 看護過程の展開 

１．紙上患児を通 

して看護計画

の立案ができ 

る 

１．事例展開（川崎病） 

（１）情報の整理と解釈 

（２）看護問題の抽出 

（３）看護計画の立案 

（４）グループでの共有  

２．ＳＩＭ演習（安全・事故防止の看護）   

１．川崎病の病態と病期を理解 

できる 

２．病態や状況が子どもや家族 

の生活に与える影響を述べ 

ることができる 

３．発達段階・病期に応じた看 

護計画を立案することがで 

きる 

４．ＳＩＭ演習にて計画した看 

護を実践でき、評価すること 

ができる 

５．ＳＩＭの内容をＳＯＡＰで 

記入することができる 

 

講義 

看護過程 

ＳＩＭ 

 

２３ ２ 
単位認定終講試験 

 



母性看護学の構成 

目的  

女性の性を生物学的な性（セックス）と社会文化的な性（ジェンダー）の統合した性ととらえ、女性

の一生を通じた健康の保持・増進を目指した看護を実践するための基礎的力を養う 

 

目標 

１．多様化する女性のライフサイクルを身体的・精神的・社会的側面から学び、母性看護の対象を 

  理解する 

２．母性看護の変遷と現状を知り、母性看護の目的を理解する 

３．ライフサイクル各期の女性の健康課題について理解し、各期の看護について学ぶ 

４．女性特有の疾病治療過程にある対象を理解し、健康の維持・増進・疾病の予防や回復するため 

の看護について理解する 

 ５．マタニティサイクル期における対象の特性を身体・心理・社会的側面から学び、その適応過程と看 

   護を理解する 

 ６．女性の健康・生き方をリプロダクティブヘルスの側面から広くとらえることができる 

 

講義科目 単位 時間 時期 目標 

母性看護学概論 １ ３０ Ⅱ 

１．人間の性・生殖の意義を考え、母性の概念・特性を 

理解する 

２．母子の健康を取り巻く現状を知り、母性看護の目的 

を理解する 

３．ライフサイクルの各期の母性としての特性を身体

的・心理的・社会的側面から理解する 

４．現代社会における母性のニーズと看護および倫理に 

ついて考える   

５．女性の一生を通じた健康の維持・増進にむけての看

護の目的について理解する 

６．女性の自己決定と結び付けたリプロダクティブヘル

ス・ライツの意味を理解する 

母性看護学方法論

Ⅰ 
１ １５ Ⅲ 

１．女性特有の健康障害の特徴を理解する 

２．女性特有の疾病・治療について理解する 

３．女性の健康障害が及ぼす影響を踏まえ、女性の健康 

障害に対する看護について理解する 

母性看護学方法論

Ⅱ 
１ ３０ Ⅳ 

１．正常な妊娠の成立機序と妊娠各期の経過を理解し、 

健康管理に必要な看護および技術を理解する 

２．妊娠に関する健康障害や合併症妊娠の母子管理につ 

いて理解する 



３．正常分娩の経過を理解し、産婦とその家族が主体的 

に出産に臨み、安全安楽な分娩のために必要な看護

および技術を理解する 

４．分娩期に起こりやすい異常について理解し、母子の 

看護を理解する 

母性看護学方法論

Ⅲ 
１ ３０ Ⅳ 

１．産褥期における経過を理解し、セルフケアにむけて 

必要な看護および技術を学ぶ 

２．産褥期における健康障害や合併症をもつ産褥の母子

管理について理解し、必要な看護を学ぶ 

３．正常な早期新生児の経過および成長発達を理解し、 

母子関係を促進させ、必要な看護および技術を学ぶ 

４．産褥期・新生児期の事例展開を通して産褥期・新生 

児期の看護について学ぶ 

 

 

実習 単位 時間 時期 目標 

母性看護学実習 ２  ９０  
Ⅳ～

Ⅴ 

１．人の生命の誕生に出会うことにより、生命の神秘と

尊厳について考えることができる 

２．周産期における看護実践を学ぶことができる  

３．女性特有の疾患及び治療過程を理解し、性と生殖に

関する健康課題を捉えた看護実践を学ぶことが出

来る 

４．母性看護を必要とする対象に対して看護過程が実践

できる 

５．女性の生涯を通じた健康の保持・増進の観点から、

リプロダクティブヘルスケアについて考えを深め

ることができる  

 



母性看護学概論 
 
開講時期 Ⅱ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 産科病棟勤務経験有 助産師 

科目目標 １．人間の性・生殖の意義を考え、母性の概念・特性を理解する 

２．母子の健康を取り巻く現状を知り、母性看護の目的を理解する 

３．ライフサイクルの各期の母性としての特性を身体的・心理的・社会的側面から理解する 

４．現代社会における母性のニーズと看護および倫理について考える   

５．女性の一生を通じた健康の維持・増進にむけての看護の目的について理解する 

６．女性の自己決定と結び付けたリプロダクティブヘルス・ライツの意味を理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表準備が必要 

テキスト 母性看護学概論（医学書院）国民衛生の動向 

講師作成資料 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 命について 

１．生命の神秘について考 

え生命の大切さを理

解する 

１．命について 

１）命の大切さ 

２）命の神秘 

１．生命の神秘について考え 

生命の大切さについて述 

べることができる 
講義 

２ 

３ 

４ 母性の基盤となる概念 

１．母子関係を理解する上 

で必要な概念と理論に 

ついて学ぶ 

２．看護職の役割について 

考えることができる 

１．母性とは 

１）母性の概念 

２）母性の発達・成熟・継承 

２．母子関係と家族発達 

１）愛着と母子相互作用と母子関係形成 

２）家族機能 

３）家族の発達課題 

３．セクシュアリティ 

４．リプロダクティブヘルス／ライツ 

５．ヘルスプロモーション 

６．母性看護のあり方 

１．母性について自己の言葉 

で表現できる 

２．自分にとっての家族につ 

いて考えることができる 

３．母性・父性の役割につい 

て述べることができる 

４．セクシュアリティ・リプ 

ロダクティブ・ヘルス／ラ 

イツ概念を述べることが 

できる 

５．看護職の役割について言 

葉で表現できる 

講義 

４ 

５ 

４ 母性看護の対象を取り巻

く社会の変遷と現状 

１．母性看護をめぐる歴史 

と母子保健の現状を学 

ぶ 

２．母性看護の対象を取り 

巻く環境と現代社会 

を理解する 

 

１．母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状 

１）母性看護の変遷 

２）母子保健統計からみた動向 

３）母性看護に関する組織と法律 

４）母子保健施設からみた現状 

５）母性看護の場と職種 

２．母性看護の対象を取り巻く環境 

１）家族 

２）地域社会 

３）生物学的環境 

４）社会文化的環境 

１．母性看護の変遷と母子保 

健の動向・現状について述 

べることができる 

２．母子を取り巻く環境・ 

家族・地域・労働問題につ 

いて述べることができる 

３．母性看護に関する組織と 

法律について述べること 

ができる 

 

講義 

６ 

 

２ 母性看護の対象とニーズ

について理解する 

 

１．女性・家族のライフサイクル 

１）現代女性のライフサイクル 

２）家族の発達段階と家族看護 

２．女性のライフサイクルに伴う形態・機能の変化 

１）生殖器の形態・機能 

２）妊娠と胎児の性分化 

１．母性看護の対象とニーズ 

について述べることがで 

きる 

 
講義 

７ 

８ 

９ 

 

６ 女性のライフサイクル各

期における看護について

学ぶ 

１．ライフサイクル各期における女性の健 

康と看護の必要性 

１）胎児期・乳幼児期・学童期  

２）思春期の健康と看護 

３）成熟期の健康と看護 

４）更年期・老年期の健康と看護 

１．ライフサイクル各期の女 

性の健康と看護の必要性 

について述べることがで 

きる 

 

講義 

１０ 

１１ 

 

４ リプロダクティブヘルス 

ケアについて理解する 

 

１．家族計画 

２．性感染症とその予防 

３．人工妊娠中絶と看護 

４．喫煙女性の健康と看護 

５．性暴力を受けた女性に対する看護 

６．ＨＩＶに感染した女性に対する看護 

１．リプロダクティブヘルス 

ケアについて述べること 

ができる 
講義 



７．児童虐待 

８．国際化社会と看護 

１２ 

１３ 

４ 母性看護に必要な技術 

１．母性看護に使われる看

護技術について学ぶ 

１．母性看護における看護過程 

２．情報収集・アセスメント技術 

３．母性看護に使われる看護技術 

１）女性の意思決定を支える技術 

２）ヘルスプロモーションのための技術 

３）親になる過程及び家族適応を促す看護 

技術 

４）ストレス・不快症状、苦痛を緩和する 

看護技術 

５）次世代の成長発達を促す看護技術 

６）リプロダクティブヘルスの健康障害へ 

の適応 

７）周産期の死に対する看護技術 

１．母性看護における看護の 

展開の特徴を述べること 

ができる 

２．母性看護における看護技 

術の特徴を述べることが 

できる 

 講義 

１４ ２ 母性看護と倫理 

１．母性看護における倫理 

について考え、課題を 

見いだす 

２．母性をめぐる法的課題 

と医療事故の予防と 

対応について学ぶ 

１．母性看護における倫理 

１）生命倫理と看護倫理 

２）看護における倫理的意思決定 

２．母性看護における安全・事故予防 

３．母子をめぐる現状と課題 

１．母性をめぐる倫理につい 

て関心を持ちその問題点 

について考えることがで

きる 

２．母子を取り巻く現代社会 

について視野を向け、良い 

点や問題点および今後の 

課題について考えること 

ができる 

講義 

１５ ２ 単位認定終講試験 

 



母性看護学方法論Ⅰ 
 
開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 １５時間 

教員名 専任教員 

大阪労災病院院内講師 

実務経験 産科病棟勤務経験有 助産師 

大阪労災病院勤務 認定看護師 

科目目標 １．女性特有の健康障害の特徴を理解する 

２．女性特有の疾病・治療について理解する 

３．女性の健康障害が及ぼす影響を踏まえ、女性の健康障害に対する看護について理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表準備が必要 

テキスト 母性看護学概論 成人看護学 （医学書院） 

講師作成資料 

 
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 身体的性・ジェンダーアイデンテ

ィティに関する健康障害 

１．身体的性とジェンダーア 

イデンティティの相違を 

生じる疾患や障害を学び、 

その看護を理解できる 

１．身体的性・ジェンダーアイデンティティ

に関する疾患と障害 

１）性分化疾患の病態生理と症状、病型分

類・生殖性について 

２）外陰・膣の発生・発育異常の病態生理・

生殖性について 

３）性同一性障害の診断と治療、看護につい

て 

１．性分化疾患の病態と生殖性に 

ついて述べることができる 

２．性器の発生・発育異常の病態生

理・生殖性について述べること

ができる 

３．身体的性とジェンダーアイデン

ティティの相違をもつ対象への

看護について述べることができ

る 

講義 

２ ２ 思春期・更年期における健康障害 

１．思春期における月経異常 

の診断と治療について学び、

その看護を理解できる 

２．更年期における更年期障 

害の診断と治療について学び

その看護を理解できる 

１．思春期 

１）月経異常、月経困難症、性感染症の症 

状・検査・治療と看護 

２．更年期 

１）更年期障害の症状・治療・看護 

  

１．思春期における月経異常につい

て述べることができる 

２．更年期の代表的な身体的症状に

ついて述べることができる 

３．更年期障害の治療について述べ

ることができる 

講義 

３ 

４ 

５ 

 

６ 内性器の健康障害 

１．内性器の健康障害の診断 

と治療について理解でき 

る 

２．子宮がんで、広汎子宮全 

摘出術を受ける人の周手 

術期・後療法時及び社会復 

帰への看護の方法を理解 

する 

１．子宮（子宮がん・子宮筋腫・子宮内膜症・ 

絨毛性疾患）・卵巣（卵巣腫瘍）の疾患 

１）病態生理と症状と病型分類・予後につい

て 

２）診察・検査と治療・処置の理解 

２．子宮がん患者の看護 

１）手術に伴う援助 

２）術後合併症や二次感染の予防 

３）女性生殖器喪失への看護 

４）再発、予後不安に対する精神的支援 

５）社会復帰に向けての生活指導 

１．内性器の健康障害の病態生理を

述べることができる 

２．子宮がんの術後合併症について

述べることができる 

３．子宮がんの手術を受ける患者の

看護について述べることができ

る 

４．社会復帰に向けての生活指導に

ついて述べることができる 

 

講義 

６ 

７ 

 

４ 外性器の健康障害 

１．外性器の健康障害の診断 

と治療について理解できる 

２．乳がんで、非定型的乳房 

切除術を受ける対象への 

看護の方法を理解する 

    

 

１．乳がん 

１）病態生理と症状、病型分類・予後につい

て 

２）自己検診法 

３）診察・検査と治療・処置の理解 

２．壮年期における乳がん患者の看護 

１）手術に伴う看護 

２）日常生活行動の援助 

３）リンパ浮腫の予防 

４）運動障害とリハビリテーション 

５）乳房喪失の悲嘆、ボディーイメージの変

化の受容と生活適応 

６）社会生活の適応に向けての生活指導 

１．乳がんの病態生理を述べること

ができる 

２．乳がんの術後合併症について述

べることができる 

３．乳がんの手術を受ける患者の看

護について述べることができる 

４．乳房喪失の悲嘆の変化のボディ

ーイメージの変化への受容と生

活適応について述べることがで

きる 

５．社会生活の適応に向けての生活

指導について述べることができ

る 

講義 

８ １ 単位認定終講試験 

 



母性看護学方法論Ⅱ 
 
開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 産科病棟勤務経験有 助産師 

科目目標 １．正常な妊娠の成立機序と妊娠各期の経過を理解し、健康管理に必要な看護および技術を理解する 

２．妊娠に関する健康障害や合併症妊娠の母子管理について理解する 

３．正常分娩の経過を理解し、産婦とその家族が主体的に出産に臨み、安全安楽な分娩のために必要な看護

および技術を理解する 

４．分娩期に起こりやすい異常について理解し、母子の看護を理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表準備が必要 

テキスト 母性看護学概論 母性看護学各論 （医学書院） 

周産期ナーシング （ヌーベルヒロカワ） 

講師作成資料 

 
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ ２ 妊娠期の身体的特性 

１．母体の生理的変化を 

理解する 

２．胎児の発育・生理に 

ついて理解する 

 

 

１．妊娠の生理 

１）妊娠とは 

２）妊娠の成立 

２．胎児の発育とその生理的変化 

１）胎児の発育と生理 

２）胎盤と羊水の生理 

３．母体の生理的変化 

１）生殖器における変化 

２）妊娠による全身的変化 

３）マイナートラブル   

１．妊娠の定義を述べることがで

きる 

２．妊娠期間を数えることができ

る 

３．妊娠に伴う身体的変化につい 

て述べることができる 

４．妊娠期のマイナートラブルに

ついて述べることができる 

５．胎芽・胎児の定義について述

べることができる 

６．胎児循環について述べること

ができる 

講義 

２ ２ 妊娠の成立に障害のある

人の看護 

１．生殖機能の健康障害 

の診断と治療について 

理解する 

２．不妊症の治療をうけ 

る対象の心理・社会的 

背景を理解する 

３．不妊症の治療を受け 

る対象の看護につい 

て理解する 

 

１．疾患の理解 

原発性不妊、続発性不妊、不育症 

１）原因と検査・治 

２）治療方針の組み立て 

３）倫理的課題 

２．不妊治療を受けている女性の心理・社会的特徴 

３． 不妊症夫婦の看護 

１）不妊検査治療中の看護の方向性 

２）一般不妊治療を受けている夫婦の看護 

３）生殖補助技術を受けている夫婦の看護 

４）不妊夫婦への社会的支援 

５）意思決定支援  

１．不妊症の定義について述べる

ことができる 

２．不妊症の原因・検査・治療に

ついて述べることができる 

３．不妊症患者を理解するための

アセスメントを述べることが

できる 

４．高度生殖医療を受ける対象の

心理的・社会的問題を考える

ことができる 

 

講義 

３ ２ 妊婦と家族の看護① 

１．妊婦が受ける母子保 

健サービスの概要を 

理解する 

１．妊娠とその診断 

２．妊婦健康診査 

３．保健指導 

４．保健相談 

１．妊娠期の健康診査の必要性と

時期について述べることがで

きる 
講義 

４ 

５ 

６ 

６ 妊娠期の看護② 

１．各期における妊娠期 

の援助について理解 

する 

 

１．妊婦と胎児の経過の診断とアセスメント 

１）妊娠の経過と診断 

２）胎児の発育と健康状態の診断 

３）妊婦と胎児の身体的健康状態のアセスメント 

４）妊婦の家族の心理・社会面のアセスメント  

５）日常生活に関するアセスメント 

６）妊娠中のマイナートラブル 

７）起こりやすい異常 

２．妊婦と家族の看護 

１）妊婦の保健相談の実際 

（１）妊娠中の食生活 

（２）排泄 

（３）清潔 

（４）妊娠中の衣生活 

（５）活動と休息 

（６）妊婦の勤労 

（７）妊娠中の性生活 

１．妊娠期におけるアセスメント

の方法を述べることができる 

２．妊娠各期の身体的・社会的・

心理的特徴について述べる 

ことができる・妊娠期の胎児へ

のアタッチメントの意義を述

べることができる 

３．勤労者妊婦の法的保護につい

て説明できる 

４．妊娠期の日常生活についての

アセスメント項目を述べるこ

とができる 

５．親役割獲得過程における発達

課題について述べることがで

きる 

６．妊娠各期の必要な看護につい

て事例をから考えることがで

講義 



（８）母子保健事業 

２）親になるための準備教育 

（１）分娩準備教育 

（２）育児準備のための保健相談 

（３）家族役割調整のための保健相談 

３．マイナートラブル（不快症状）の援助 

きる。 

７ ２ 異常妊娠の病態と看護 

１．妊娠期に起こりやす 

い異常の病態生理・診 

断・検査・治療・看護 

を理解する 

 

 

１．ハイリスク妊娠 

１）糖尿病・妊娠糖尿病 

２）妊娠貧血 

２．妊娠期に起こりやすい異常の病態生理・診断・

検査・治療と看護 

１）妊娠悪阻 

２）妊娠高血圧症候群 

３）血液型不適合妊娠 

４）多胎妊娠（双胎） 

５）胎位異常（骨盤位） 

６）流産・早産 

７）妊娠中の出血 

（１）前置胎盤 

（２）常位胎盤早期剥離 

（３）子宮外妊娠 

８）胎児発育異常（ＩＵＧＲ） 

３．メンタルヘルスケア 

１）妊娠期における女性の適応 

２）メンタルプロセス 

３）環境要因 

４）看護の役割と方法 

１．妊婦のハイリスク状態につい

て述べることができる 

２．妊娠期に起こりやすい異常の

病態生理・診断・検査・治療

と看護について述べることが

できる 

３．妊娠期に起こりやすい異常を

予防するための保健指導項目

について述べることができる 

４．妊娠期のメンタルヘルスの重

要性について述べることがで

きる 

 

講義 

８ ２ 分娩期の特徴 

１．正常分娩の経過を理 

解する 

 

 

１．分娩の三要素 

１）分娩とは 

２）分娩の３要素 

３）胎児と子宮および骨盤との関係 

４）分娩の機序 

２．分娩の経過 

１）分娩の進行と産婦の身体的変化 

２）産痛 

３）胎児に及ぼす影響 

１．分娩の定義を述べることがで

きる 

２．分娩の三要素について述べる

ことができる 

３．分娩の機序に影響する因子を

述べることができる 

４．正常分娩の経過について述べ

ることができる 

講義 

９ ２ 

 

産婦の心理・社会的変化 

１．分娩による産婦とそ 

の家族の心理的変化 

について理解する 

１．産婦の心理・社会的変化 

１）分娩の進行に伴う心理・社会的変化 

１．陣痛が及ぼす影響について述

べることができる 

２．分娩各期の産婦および家族の

心理について述べることがで

きる 

講義 

１０ ２ 産婦・胎児、家族のアセス

メント 

１．分娩経過のアセスメ 

ントを理解する 

２．産婦の心理・社会面 

のアセスメントを理 

解する 

１．産婦・胎児、家族のアセスメント 

１）産婦と胎児の健康状態のアセスメント 

（１）基礎的情報の収集 

(２）分娩経過のアセスメント 

（３）分娩進行に伴う反応のアセスメント 

（４）基本的ニードに関するアセスメント  

２．産婦と家族の心理・社会面のアセスメント  

１）母親役割獲得準備状態についてのアセスメント 

２）家族関係についてのアセスメント 

１．日本人産婦の平均分娩所要時

間を述べることができる 

２．フリードマンの頸管開大曲線

について述べることができる 

講義 

１１ 

１２ 

４ 産婦と家族の看護 

１．産婦とその家族が主 

体的に出産に臨むこ 

とができるための看 

護を学ぶ 

２．母児が安全安楽に分 

娩するための看護を 

学ぶ 

１．産婦と家族の看護 

１）看護の目標と産婦のニード  

２）安全分娩への看護  

３）安楽な分娩への看護 

４）出産体験が肯定的になる看護 

５）発達を促す看護  

２．分娩期の看護の実際 

１）分娩第１期の活動期の看護 

２）分娩第１期の活動期終盤の看護 

３）分娩第２期の看護 

４）分娩第３・４期の看護 

１．分娩期の看護の視点につい 

述べることができる 

２．産婦の観察の視点について述

べることができる 

３．産婦の苦痛の緩和の方法を述

べることができる 

４．緊急事態への準備の必要性に

ついて述べることができる 

５．分娩各期の看護の視点を述べ

ることができる 

講義 

１３ ２ 異常分娩の病態・治療と看

護 

１．分娩期に起こりやす 

い異常の病態生理・診 

断・検査・治療を理解 

する 

２．分娩期における正常 

からの逸脱の予防と 

１．異常分娩の病態 

１）微弱陣痛・遷延分娩 

２）児頭骨盤不均衡（ＣＰＤ） 

３）骨盤位 

４）前期破水（ＰＲＯＭ）・早期破水 

５）前置胎盤 

６）常位胎盤早期剥離 

７）癒着胎盤 

1．分娩期に起こりやすい異常につ

いての病態生理を述べること

ができる 

２．陣痛促進による母児への影響

について述べることができる 

３．帝王切開の適応ついて述べる

ことができる 

４．前期（ＰＲＯＭ）・早期破水時

講義 



逸脱時の看護を学ぶ 

 

８）胎児機能不全 

９）分娩時の出血 

（１）弛緩出血 

（２）頚管裂傷 

１０）陣痛促進・帝王切開の適応 

２．異常のある産婦の看護 

１）前期（ＰＲＯＭ）・早期破水時の看護 

２）前置胎盤の場合の看護 

３）分娩遷延リスクのアセスメントと産婦の看護 

４）胎児機能不全を生じるリスクのある産婦の看護 

５）分娩時異常出血のある産婦の看護 

３．地域周産期医療システム（ＯＧＣＳ） 

の感染予防の重要性と方法に

ついて述べることができる 

５．前置胎盤の安静の重要性につ

いて述べることができる 

６．微弱陣痛状態にある産婦の看

護のポイントについて述べる

ことができる 

７．産科出血時の対処について述

べることができる 

８．地域周産期医療システムの役

割について述べることができ

る 

１４ ２ 妊娠期・分娩期の看護技術 

１．妊娠経過の観察に必 

要な看護技術を習得 

する 

２．分娩経過を観察する 

ための技術を習得す 

る 

 

１．外診時の援助 

１）レオポルド触診法・・・・・・●  

２）胎児心音聴取・・・・・・・・● 

３）子宮底長の測定・・・・・・・● 

４）腹囲の測定・・・・・・・・・● 

２．母乳栄養への準備 

１）乳頭マッサージ・・・・・・ ● 

３．分娩前の準備 

４．産痛緩和への援助・・・・・ ● 

５．胎児付属物の観察と計測 

１) 胎盤計測  

１．妊婦模型にてレオポルド触診

法が実施できる 

２．妊婦模型にて胎児の心音を聴

取できる 

３．妊婦模型にて子宮底長の測定

ができる 

４．妊婦模型にて腹囲の測定がで

きる 

５．乳房模型にて乳頭の手入れが

実施できる 

６．産痛緩和の援助を体験するこ

とができる 

演習 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



母性看護学方法論Ⅲ 
 
開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 

大阪労災病院院内講師 

大阪労災病院院内講師 

実務経験 産科病棟勤務経験有 助産師 

小児科病棟勤務経験有 専任教員 

大阪労災病院勤務 助産師 

科目目標 １．産褥期における経過を理解し、セルフケアにむけて必要な看護および技術を学ぶ 

２．産褥期における健康障害や合併症をもつ産褥の母子管理について理解し、必要な看護を学ぶ 

３．正常な早期新生児の経過および成長発達を理解し、母子関係を促進させ、必要な看護および技術を学ぶ 

４．産褥期・新生児期の事例展開を通して産褥期・新生児期の看護について学ぶ 

評価方法 筆記試験 ８０点 

事例展開 ２０点 

評価基準 ４８点以上で合格 

１２点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表準備が必要 

事例展開について 

テキスト 母性看護学概論 母性看護学各論 （医学書院） 

周産期ナーシング （ヌーベルヒロカワ） 

講師作成資料 

 
回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

 

４ 産褥期の身体的・心理・

社会的変化とアセスメン

ト 

１．産褥期の身体的経過

を理解する 

２．産褥期の心理的特徴

を理解する 

３．産褥期の役割変化に

ついて理解する 

４．産後の経過のアセス

メントを理解する 

  

１．産褥期の身体的変化 

１）産褥の定義 

２）産褥の復古と悪露 

３）乳汁分泌 

４）月経の発来 

５）全身の変化 

２．褥婦の心理的変化 

１）褥婦の心理的変化 

（１）母親への適応過程 

（２）マタニティブルーズ 

（３）愛着・絆の形成 

３．家族の心理的変化 

１）父親の心理的変化 

２）きょうだいの心理的変化 

３）祖父母の心理的変化 

４．ソーシャルサポート （社会的支援） 

５．産褥経過の診断 

１）褥婦の健康状態のアセスメント 

１．産褥の定義について述べる 

ことができる 

２．退行性変化について述べる 

ことができる 

３．進行性変化について述べる 

ことができる 

４．母乳育児の意義について述 

べることができる 

５．産褥期におけるアセスメン 

トの項目について述べるこ 

とができる 

６．ルービンによる産褥期の心 

理過程について述べること 

ができる 

７．マタニティブルーについて 

述べることができる 

講義 

３ ２ 新生児の生理とアセスメ

ント 

１．新生児の生理を理解

する 

２．新生児の健康状態の

アセスメントを理解

する 

１．新生児の生理 

１）新生児の定義 

２）新生児の分類 

３）新生児の機能 

２．新生児のアセスメント 

１）新生児の診断 

２）新生児の健康状態のアセスメント 

１．新生児の定義を述べること 

ができる 

２．新生児期の生理的変化につ 

いて述べることができる 

３．新生児のアセスメントの項 

目について述べることがで 

きる 

４．アプガースコアについて述 

べることができる 

講義 

４ 

５ 

 

４ 褥婦と新生児、家族の看

護 

１．産婦とその家族が主

体的に産褥期間中の

諸問題を解決するた

めに必要な看護を学

ぶ 

２．新生児が子宮外生活

に適応するために必

要な看護を学ぶ 

１．身体機能の回復および進行性変化への看護 

１）褥婦のセルフケアの不足に対する看護 

２）セルフケア能力を高める看護 

３）母乳育児確立への看護 

２．児との関係確立への看護 

３．育児技術にかかわる看護 

１）児の栄養 

２）児の清潔 

３）児の健康管理 

４．家族関係再構築への看護 

５．新生児期の看護 

１）出生直後の看護 

２）出生後から退院時までの看護 

 

１．産褥期の生理的変化への援 

助について述べることがで 

きる 

２．産褥期の乳房管理の必要性 

と方法について述べること 

ができる 

３．子どもへの愛着形成を促す 

援助について述べることが 

できる 

４．新生児の看護の原則につい 

て述べることができる 

５．保育環境について述べるこ 

とができる 

講義 

６ ２ 産褥期の看護技術 １．復古現象を促す援助 １．産褥モデル人形にて子宮復 演習 



１．産褥の健康を整える

ための看護技術を習

得する 

２．新生児期の皮膚の 

清潔を保つための技

術を習得する 

１）悪露交換 

２）子宮復古状態の観察・・・・・● 

３）産褥体操 

２．沐浴・・・・・・・・・・・・・● 

古の観察ができる 

２．基本的沐浴法にて実施でき 

る 

 

７ ２ 異常産褥の病態 

１．産褥期に起こりやす

い異常の病態生理・

診断・検査・治療を

理解する 

１．子宮復古不全 

２．産褥期の発熱 

１）産褥熱 

２）創部感染 

３）劇症型Ａ群溶レン菌感染症 

４）泌尿器感染症 

５）乳腺炎 

３．産褥血栓症 

４．精神障害 

１．子宮復古不全の原因・症状 

について述べることができ 

る 

２．産褥熱の原因と種類につい 

て述べることができる 

３．乳腺炎の病型について述べ 

ることができる 

４．産褥うつとマタニティブ 

ルーの違いについて述べる 

ことができる 

講義 

８ ２ 異常産褥の看護 

１．正常からの逸脱の予

防と逸脱時の看護を

学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．マイナートラブル（不快症状）の援助 

１）会陰切開部痛・腰痛 

２）痔核・便秘 

３）静脈瘤 

４）浮腫 

２．正常からの逸脱の予防と逸脱時の援助 

１）子宮復古不全 

２）産褥熱 

３）創部感染症 

４）劇症型Ａ群溶レン菌感染症 

５）尿路感染症 

６）乳腺炎 

３．産褥血栓症 

４．産後うつ 

５．マタニティブルー 

６．周産期の死別 

１．マイナートラブル（不快症 

状）に対するケアについて述

べることができる 

２．子宮復古不全を悪化させる因

子について述べることがで

きる 

３．子宮復古不全の看護につい 

て述べることができる 

４．産褥熱の予防法とケアにつ 

いて述べることができる 

５．乳腺炎の予防法とケアにつ 

いて述べることができる 

６．産褥期のメンタルヘルスに 

ついて述べることができる 

講義 

９ ２ 帝王切開術を受けた褥婦

の看護 

１．帝王切開で出産した

褥婦の看護を理解す

る 

１．身体回復への看護 

２．術後合併症予防の看護 

１）脊髄麻酔について 

２）経腟分娩との違い 

３）術後合併症（帝王切開術後血腫・出血・血栓／

塞栓・創部縫合不全・イレウス・麻酔合併症・

硬膜穿刺後頭痛・膀胱・腸管損傷・産褥熱 

３．早期母子接触・母子分離への看護 

４．母乳哺育・子育てへの看護 

１．帝王切開後の身体、心理、 

社会的側面について述べる 

ことができる 

２．術後合併症について述べる 

ことができる 

３．愛着形成の維持促進につい 

て述べる事ができる 

講義 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

 

１０ 産褥期・新生児期の事例

展開 

１．正常経過をたどる褥

婦・新生児の事例を

通して産褥期・新生

児期の看護過程が理

解できる 

１．産褥期・新生児期の事例展開 

（１）情報の整理と解釈 

（２）看護問題の抽出 

（３）看護計画の立案 

（４）グループでの共有  

２．ＳＩＭ演習 

産褥３日目の子宮復古の観察の場面 

１．妊娠期・分娩期の経過から 

今後を予測したアセスメン 

トができる 

２．正常産褥経過を促進する看 

護計画が立案できる 

３．ＳＩＭ演習にて計画した看 

護を実践でき、評価するこ 

とができる 

講義 

演習 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



精神看護学の構成 

 

目的 

あらゆるライフサイクルの段階にある対象の、こころの健康と不健康状態を一つの連続帯として理解 

し、健康な状態に向けての看護を展開していくことができる能力を養う 

 

目標 

１．人のこころの発達とこころの健康について理解し、こころの健康の維持増進のために必要な知識 

を学ぶ 

２．精神保健看護における看護の機能を、保健・医療・福祉との関連において理解する 

３．こころの健康・不健康状態と環境や社会の相互作用を理解する 

４．自己および他者に対する理解を深め、互いが一人の人間として尊重し合い、援助していくための 

知識と技術を学ぶ 

 

講義科目 単位 時間 時期 目標 

 

精神看護学概論 

 

 

１ 

 

３０ 

 

Ⅰ 

１．精神保健の基礎を学び、人間は環境や社会の相互作

用の中で生きていく存在であることを理解する 

２．環境や社会と精神看護の基礎的関係を学び、精神保 

健活動の課題を学ぶ 

 

精神看護学方法論Ⅰ 

 

 

１ 

 

３０ 

 

Ⅲ 

１．代表的な精神疾患について原因・病態・診断・治療

を理解する 

２．行動化する患者の背景にあるものを理解し、回復 

  を目標とした援助を学ぶ 

 

精神看護学方法論Ⅱ 

 

１ 

 

１５ 

 

Ⅲ 

１．精神看護の役割と状態や状況に応じた生活援助を 

  理解する 

２．精神疾患患者の症状や状態像に応じた精神看護の 

  実際について理解する 

 

精神看護学方法論Ⅲ 

 

１ 

 

３０ 

 

Ⅳ 

１．精神疾患に特徴的な症状に対応した看護の過程を理 

解する 

２．身体疾患による治療・環境に伴う精神機能への影響 

に対応した看護の過程を理解する 

 

実習 単位 時間 時期 目標 

 

 

 

精神看護学実習 

 

 

 

２ 

 

 

 

９０ 

 

 

Ⅳ 

～ 

Ⅵ 

１．精神障害がある対象の健康のレベルに応じた看護 

  過程が展開できる 

２．身体疾患や治療環境が精神機能に与える影響を理 

  解し、看護の介入方法を学ぶことができる 

３．地域における精神保健上の問題をもつ人の社会生 

  活状況と地域でのケアを理解することができる 

４．看護実践やその振り返りを通して、自己の感情や 

  行動の傾向・特徴に気づくことができる 

 



精神看護学概論 

 

開講時期 Ⅰ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 病院勤務経験有  

科目目標 １．精神保健の基礎を学び人間は環境や社会の相互作用の中で生きていく存在であることを理解する 

２．環境や社会と精神看護の基礎的関係を学び、精神保健活動の課題を学ぶ 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 社会の動きと心の健康のつながり

について日頃から関心をもつこと 

グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表会準備が必要 

テキスト 系統看護学講座 精神看護の基礎（医学書院） 

系統看護学講座 精神看護の展開（医学書院） 

講師作成資料 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

 

２ 精神保健の考え方 
１．精神の健康と

障害について

学ぶ 

１．精神保健と精神の健康とは 
２．精神障害のとらえ方 

１．精神保健の定義について述

べることができる 
講義 

２ 

３ 

 

４ 人間の心のはたら

きとパーソナリテ

ィ 
１．人間のこころ

の働きについ

て学ぶ 

１．人間の心の諸活動 
１）意識と認知機能 
２）感情 
３）心の理論 
２．心のしくみと人格の発達 
１）人格と気質 
２）ライフサイクルとアイデンティティ 
３）対象関係論 
４）ボウルビーの愛着理論 
５）土居健朗の「甘え」理論 

１．人の心の諸活動に ついて

理論を用いて述べることが

できる 
２．人格の発達について述べる

ことができる 
講義 

４ 

５ 

 

４ 関係のなかの人間 
１．看護の対象と

しての家族と

集団について

理解し、集団

力動を学ぶ 

１．全体としての家族 
１）家族の多様性と精神の健康 
２）システムとしての家族 
３）家族療法の考え方と技法 
２．人間と集団 
１）集団の中の自己 
２）全体としてのグループ 
３）グループとしての病棟 

１．家族の中での自己の役割を

述べることができる・所属

する集団の 中での自己の

役割を述べることができる 講義 

６ 

７ 

４ ケアの人間関係 
１．ケアの関係の

中心が感情で

あることを知

り、自己理解・

他者理解する

ことがケアの

人間関係のも

とになること

を学ぶ 

１．ケアの前提と原則  
２．ケアの方法と関係のアセスメント 
１）関係をアセスメントする 
２）プロセスレコードの活用 
３）オレム－アンダーウッドの看護理論 
３．患者－看護師関係における感情体験 
４．医療の場のダイナミクス 
１）病棟のダイナミクス 
２）カンファレンスでおこること 

１．プロセスレコードを活用し

て他者と自己、その関係性

を考察することができる 
＊プロセスレコードの提出 

講義 

８ 

９ 

４ 社会のなかの精神

障害 
１．精神疾患・障害 

とその治療の

歴 史 を ふ ま

え、日本にお

ける法制度に

ついて学ぶ 

１．精神障害と治療の歴史 
２．日本における精神医学・医療の流れ 
３．精神障害と文化 
４．精神障害と法制度 
１）精神科看護と法律 
２）法律・制度における課題 
３）主要な精神保健医療福祉対策 

１．精神障害の歴史と法制度の

変遷について述べることが

できる 講義 

グループ

ワーク 

発表 



１０ 

 

２ 回復を助ける 
１．患者にとって

の回復の意味

を理解し、治

療的環境を作

り出すための

看護師の役割

を学ぶ 

１．回復の意味 
１）精神科におけるリハビリテーション 
２）回復を支えるさまざまなプログラム 
２．入院治療の目的と意味 
３．治療的環境をつくる 

１．回復への取り組みについて

述べることができる 

講義 

１１ ２ 安全を守る 
１．患者をまもる

ためのリスク

マネジメント

について学ぶ 

１．安全の条件 
２．リスクマネジメントの考え方と方法 
３．緊急事態への対処 

１．人権と治療のバランスの上

に立つ「安全」についての基

本的な考えを述べることが

できる 

講義 

１２ ２ 地域における精神

保健と精神看護 
１．地域で生活し

ていくことを

支える社会制

度と看護につ

いて学ぶ 

１．精神障害をもちながら地域で暮らす人を支える 
１）地域で生活するための原則  
２）生活を支えるための社会資源・サービス 

１．地域で生活するために必要

な社会制度について述べら

れる 

講義 

１３ 

 

 

２ 

 

 

身体をケアする 
１．精神科におい

ても身体のケ

アに関する高

度な知識や技

術が必要であ

ることを学ぶ 

１．精神科における身体のケア 
２．身体にあらわれる心の痛み 
３．精神科の治療と身体のケア 
４．日常から気を付けておきたい身体合併症 

１．身体と精神の関係性をふま

え、身体の管理の必要性を

述べることができる 

講義 

１４ ２ 

 

看護における感情

労働と看護師のメ

ンタルヘルス 
１．感情の管理（感

情ワーク）が看

護師にもたら

すものを知り

対処する方法

を学ぶ 

１．感情労働としての看護 
２．感情労働の代償と社会 
３．レジリエンスを高める 
４．リエゾン精神看護 

１．感情労働としての看護につ

いて、自己の考えと対処方

法を述べることができる 

 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



精神看護学方法論Ⅰ 

 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 

臨床医師 

実務経験 精神専門病院勤務経験有 

精神専門病院勤務 医師 

科目目標 １．代表的な精神疾患について原因・病態・診断・治療を理解する 

２．行動化する患者の背景にあるものを理解し、回復を目標とした援助を学ぶ 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 精神科医療・看護に関わることに

ついて日頃から関心をもつこと 

 

テキスト 精神看護の基礎 （医学書院） 

精神看護の展開 （医学書院） 

講師作成資料 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

１２ 精神疾患の理解 
１．代表的な精神

疾患について

原因・病態・診

断について理

解する 

１．精神医学序論 
 ＊精神医学・医療の考え方を知り、診断・治療の流れを

概観する 
２．精神医療の歴史 
３．精神疾患の分類 
１）国際疾病分類（ＩＣＤ－１０） 
４．代表的精神疾患 
１）器質性精神障害、神経障害 
２）てんかん 
３）アルコール依存症・薬物依存 
４）神経症性障害・人格障害 
５）統合失調症 
６）気分障害 
７）児童青年期精神医学 

１．各精神疾患の病態・症状と診

断（診断基準）・経過および

治療について述べることが

できる 

講義 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１０ 精神科治療の実際 
１．実際に行われ

ている治療の

意義と副作用

について理解

する 

１．身体への働きかけ 
１）薬物療法 
  向精神薬／睡眠薬／抗パーキンソン薬 
  抗てんかん薬 
  薬物療法の留意点と副作用 
２．内面への働きかけ 
１）精神療法 
２）行動療法・認知療法 
３）作業療法・レクリエーション療法・ＳＳＴ 
３．社会・環境への働きかけ（地域精神医療） 
１）環境療法・治療共同体 
４．精神科リハビリテーション 

１．精神科で行われる治療の意 
  義と副作用について述べる 

ことができる 

講義 

１２ 

１３ 

１４ 

６ サバイバ－として

の患者とそのケア 
１．患者の不安定

な愛着形成が

人間関係に影

響を及ぼして

い る こ と 知

り、回復への

援助を学ぶ 

１．受け入れがたい行動を示す患者たち 
１）自傷行為や多彩な身体症状を訴える患者たち 
２）ケアする側に引き起こされる感情 
２．心的外傷への着目 
１）心的外傷のサバイバーとしての患者 
２）心的外傷への着目 
３．回復への道程 
１）心的外傷からの回復とケアの目標 
２）回復の３段階と患者と看護師のかかわり 

１．愛着形成と人間関係の関連

について自己の考えを述べ

ることができる 

講義 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



精神看護学方法論Ⅱ 

 

開講時期 Ⅲ 単位数 １ 時間数 １５時間 

教員名 臨床講師 実務経験 精神専門病院勤務 看護師 

科目目標 １．精神看護の役割と状態や状況に応じた生活援助を理解する 

２．精神疾患患者の症状や状態像に応じた精神看護の実際について理解する 

評価方法 筆記試験 １００点 評価基準 ６０点以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 社会の情勢と精神科医療・看護に

関わることについて日頃から関心

をもつこと 

テキスト 精神看護の基礎 （医学書院） 

精神看護の展開 （医学書院） 

講師作成資料 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

４ 精神疾患のある患

者の日常生活援助 

１．精神疾患のあ

る患者の日常

生活援助の方

法について理

解する 

１．通院治療と入院治療 

１）入院の意味を理解する 

２．治療環境をつくる 

１）回復の支援のための環境整備 

１．精神科における入院 の意

味と、必要な環境整備につ

いて述べることができる 

講義 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

１０ 精神症状と状態像

の理解とその看護 

１．精神症状と状

態像とその看

護について理

解する 

１．精神症状と状態像の理解 

２．問題状況把握と看護 

１）感情障害がある患者とその看護 

２）幻覚・妄想状態の患者とその看 護 

３）意欲障害が関係する行動症候群 と看護 

４）器質性精神症候群と看護 

１．精神症状と状態像および問

題状況把握とその看護につ

いて述べることができる 

 

講義 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 



精神看護学方法論Ⅲ 

 

開講時期 Ⅳ 単位数 １ 時間数 ３０時間 

教員名 専任教員 実務経験 精神専門病院勤務経験有 

科目目標 １．精神疾患に特徴的な症状に対応した看護の過程を理解する 

２．身体疾患による治療・環境に伴う精神機能への影響に対応した看護の過程を理解する 

評価方法 筆記試験 ７０点 

レポート ３０点 

評価基準 筆記試験 ４２点 

レポート １８点  以上で合格 

時間外学習（予習・復習・課題） 事前学習として概論・方法論Ⅰ・

Ⅱで学習した内容を復習しておく

グループワーク・発表があるとき

には資料作成と発表会準備が必要 

テキスト 精神看護の基礎（医学書院）  

精神看護の展開（医学書院） 

講師作成資料 

 

回数 時間 単元と単元目標 学習内容 課題と評価 授業方法 

１ 

２ 

 

 

 

 

４ 統合失調症で、幻

覚・妄想の陽性症

状のある患者の看

護 
１．事例を通して、

病態の理解に

ついて学ぶ 

１．病態を理解する 
１）事例の情報と発症要因とのつながりについて 
２）領域別の情報の分類について 
 
 
 
 

１．対象の成育歴や背景と疾患

とのつながりについて述べ

ることができる 
２．一次アセスメントに表現す

ることができる 

講義 

演習 ３ 

４ 

５ 

６ １．事例を通して、

症状について

学ぶ 
２．対象の状態像

について学ぶ 

１．問題状況の把握 
１）全体像の捉え方について 

１．全体像に病態と症状、看護上

の問題が表現できる 
 

 ６ 

 ７ 

４ １．対象の状態に

合わせた計画

について学ぶ 

１．看護計画の立案 １．看護計画をファイルし提出

する 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

 

４ 夜間せん妄で回復

過程に影響を受け

ている患者の看護 
１．せん妄につい

ての基礎的知

識について学

ぶ 

１．原因疾患とせん妄の発症要因について 

２．対象の情報とせん妄の発症因子について 

１．データーベースに情報を分

類できる 
２．看護上の問題を抽出できる 
３．看護計画を立案できる 
４．事前学習と立案した看護計

画を提出する 
 

講義 

演習 
１０ 

１１ 

４ １．せん妄の予防

の視点やケア

について学ぶ 

１．せん妄の発症予防の視点やケアを組み込んだ看護計画

の立案 

１２ 

１３ 

１４ 

６ １．せん妄の予防・

異常の早期発

見・対処の視

点やケアにつ

いて学ぶ 

１．発症後の対応・悪化を防止するための視点やケアを組

み込んだ看護計画の立案 

１５ ２ 
単位認定終講試験 

 




